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勉誠出版　新刊・近刊書籍リスト（2021・2022年刊行）

№ 書名 著者名 刊行年月 ISBN 定価（税込） 割引価格（税込） 分野 注文数

1 史学科の比較史―歴史学の制度化と近代日本 小澤実・佐藤雄基　編 2022/05 978-4-585-32017-3 ¥7,700 ¥6,160 日本史（近現代）・歴史・研究書

2 日本中世の課税制度―段銭の成立と展開　〈アジア遊学〉 志賀節子・三枝暁子　編 2022/05 978-4-585-32516-1 ¥3,080 ¥2,464 日本史（前近代）・歴史・研究書

3 歌う民衆と放歌高吟の近代―放歌民衆から唱歌・軍歌を歌う国民へ 永嶺重敏　著 2022/05 978-4-585-37003-1 ¥3,850 ¥3,080 美術・音楽・芸能・研究書

4 近代中国美術の辺界―越境する作品、交錯する藝術家　〈アジア遊学〉 瀧本弘之・戦暁梅　編 2022/05 978-4-585-32515-4 ¥3,850 ¥3,080 美術・音楽・芸能・研究書

5 中世東国日蓮宗寺院の地域的展開 佐藤博信　著 2022/05 978-4-585-32016-6 ¥13,200 ¥10,560 日本史（前近代）・歴史・研究書

6 北条義時の生涯―鎌倉幕府の草創から確立へ 菊池紳一　監修／北条氏研究会　編 2022/04 978-4-585-32014-2 ¥3,080 ¥2,464 日本史（前近代）・歴史・研究書

7 杜甫研究年報　第五号　〈杜甫研究年報〉 日本杜甫学会　編 2022/04 978-4-585-39445-7 ¥2,200 ¥1,760 東洋文学・文学・研究書

8 入門   中国学の方法 二松學舍大学文学部中国文学科　編 2022/04 978-4-585-30005-2 ¥1,760 ¥1,408 東洋文学・文学・研究書

9 中世神道入門―カミとホトケの織りなす世界
伊藤聡・門屋温　監修／新井大祐・鈴木英之・大
東敬明・平沢卓也　編

2022/04 978-4-585-31006-8 ¥4,180 ¥3,344 哲学・宗教・民俗・研究書

10 ことば・ほとけ・図像の交響―法会・儀礼とアーカイヴ 近本謙介　編 2022/03 978-4-585-31009-9 ¥13,200 ¥10,560 哲学・宗教・民俗・研究書

11 宗教遺産テクスト学の創成 木俣元一・近本謙介　編 2022/03 978-4-585-31008-2 ¥16,500 ¥13,200 哲学・宗教・民俗・研究書

12 宋版一切経（福州版）調査提要―本源寺蔵の調査を通して 福州版一切経調査研究会　編 2022/03 978-4-585-31010-5 ¥7,150 ¥5,720 東洋史・歴史・研究書

13 論究日本近代語　第2集 日本近代語研究会　編 2022/03 978-4-585-38522-6 ¥16,500 ¥13,200 日本語・言語・研究書

14
一刀斎先生剣法書訳注　Ittousai Sensei Kenpousho: An Annoted Text in Modern
Japanese―剣豪伊藤一刀斎の教え

竹田隆一・長尾直茂　編 2022/03 978-4-585-37002-4 ¥1,980 ¥1,584 日本史（前近代）・歴史・研究書

15 アジアの出産とテクノロジー―リプロダクションの最前線　〈アジア遊学〉 白井千晶　編著 2022/03 978-4-585-32514-7 ¥3,080 ¥2,464 哲学・宗教・民俗・研究書

16 奈良絵本『太平記』の世界―永青文庫所蔵『絵入太平記』全挿絵影印ならびに研究 中根千絵・森田貴之　編 2022/03 978-4-585-39007-7 ¥55,000 ¥44,000 美術・音楽・芸能・研究書

17 中国の娯楽とジェンダー―女が変える／女が変わる　〈アジア遊学〉 中国ジェンダー研究会　編 2022/03 978-4-585-32513-0 ¥3,080 ¥2,464 社会科学・研究書

18
訳注 琉球文学　『佐銘川大ぬし由来記』『周藺両姓記事』『思出草』『浮縄雅文集』
『雨夜物語』『永峰和文』

島村幸一・小此木敏明・屋良健一郎　著 2022/03 978-4-585-39009-1 ¥12,100 ¥9,680 日本古典文学・文学・研究書

19 地域文化の可能性 木部暢子　編 2022/03 978-4-585-32015-9 ¥2,970 ¥2,376 日本語・言語・研究書

20
日米交流史の中の福田なをみ　<i>Naomi Fukuda and the History of Japan-U.S.
Exchange</i>―「外国研究」とライブラリアン　<i>“Foreign Area Studies” and the
Librarian</i>

小出いずみ　著　Izumi Koide 2022/02 978-4-585-30004-5 ¥7,700 ¥6,160 図書館学・研究書

21 中国道教美術史　漢魏晋南北朝篇
李松　著／土屋昌明・齋藤龍一　監訳／廣瀬直
記・熊坂聡美・因幡聡美　訳

2022/02 978-4-585-37001-7 ¥38,500 ¥30,800 美術・音楽・芸能・研究書

22 本朝文粹抄　七 後藤昭雄　著 2022/02 978-4-585-39511-9 ¥3,520 ¥2,816 日本古典文学・文学・研究書

23 書物学　第19巻　紙のレンズから見た古典籍　〈書物学〉 編集部　編 2022/02 978-4-585-30719-8 ¥1,980 ¥1,584 日本古典文学・文学・研究書

24 大日本帝国期の建築物が語る近代史―過去・現在・未来　〈アジア遊学〉 上水流久彦　編 2022/02 978-4-585-32512-3 ¥3,080 ¥2,464 自然科学・研究書

25 知っておきたい和食の文化 佐藤洋一郎　編 2022/01 978-4-585-33001-1 ¥3,080 ¥2,464 人文・一般書

26 宗教芸能としての能楽　〈アジア遊学〉 高橋悠介　編 2022/01 978-4-585-32511-6 ¥3,300 ¥2,640 哲学・宗教・民俗・研究書

27 コレクションとアーカイヴ―東アジア美術研究の可能性 板倉聖哲・塚本麿充　編 2022/01 978-4-585-37000-0 ¥10,450 ¥8,360 美術・音楽・芸能・研究書

28 飛鳥井家歌学の形成と展開 日高愛子　著 2022/01 978-4-585-39006-0 ¥12,100 ¥9,680 日本古典文学・文学・研究書

29 古文書研究　第92号 日本古文書学会　編 2022/01 978-4-585-32402-7 ¥4,180 ¥3,344 日本史（前近代）・歴史・研究書

30 聖徳太子信仰とは何か 榊原史子　著 2021/12 978-4-585-31007-5 ¥4,180 ¥3,344 哲学・宗教・民俗・研究書

31 中国史書入門　現代語訳　北斉書
氣賀澤保規　監修／池田恭哉・岡部毅史・梶山
智史・倉本尚徳・田熊敬之　訳

2021/12 978-4-585-29612-6 ¥6,600 ¥5,280 東洋文学・文学・研究書

32 両面の鬼神（オンデマンド版）―飛騨の宿儺伝承の謎 尾関章　著 2021/12 978-4-585-85414-2 ¥2,640 ¥2,112 人文・一般書

33 都市からひもとく西アジア―歴史・社会・文化　〈アジア遊学〉 守川知子　編 2021/12 978-4-585-32510-9 ¥3,080 ¥2,464 世界史・歴史・研究書

34 玄奘三蔵―新たなる玄奘像をもとめて 佐久間秀範・近本謙介・本井牧子　編 2021/12 978-4-585-31005-1 ¥13,200 ¥10,560 哲学・宗教・民俗・研究書
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35 市民とつくる図書館―参加と協働の視点から　〈ライブラリーぶっくす〉 青柳英治　編著 2021/12 978-4-585-30003-8 ¥2,200 ¥1,760 図書館学・研究書

36 合戦図　描かれた〈武〉 中根千絵・薄田大輔　編 2021/12 978-4-585-32013-5 ¥17,600 ¥14,080 日本史（前近代）・歴史・研究書

37 書物に魅せられた奇人たち―英国愛書家列伝 髙宮利行　著 2021/12 978-4-585-39005-3 ¥4,180 ¥3,344 欧米文学・文学・研究書

38 室町前期の文化・社会・宗教―『三国伝記』を読みとく　〈アジア遊学〉 小助川元太・橋本正俊　編 2021/11 978-4-585-32509-3 ¥3,080 ¥2,464 哲学・宗教・民俗・研究書

39 列伝体　妖怪学前史 伊藤慎吾・氷厘亭氷泉　編 2021/11 978-4-585-32010-4 ¥3,080 ¥2,464 人文・一般書

40
慶應義塾図書館蔵 論語疏巻六　慶應義塾大学附属研究所斯道文庫蔵 論語義疏
影印と解題研究

慶應義塾大学論語疏研究会　編 2021/11 978-4-585-31004-4 ¥19,800 ¥15,840 東洋文学・文学・研究書

41 水門　第三十号―言葉と歴史　〈水門〉 水門の会　編 2021/11 978-4-585-32461-4 ¥3,300 ¥2,640 日本古典文学・文学・研究書

42
資料論がひらく軍記・合戦図の世界―理文融合型資料論と史学・文学の交差　〈アジ
ア遊学〉

井上泰至　編 2021/10 978-4-585-32508-6 ¥3,520 ¥2,816 日本史（前近代）・歴史・研究書

43 従軍日記と報道挿絵が伝える庶民たちの日露戦争 西川武臣　著 2021/10 978-4-585-32008-1 ¥4,180 ¥3,344 日本史（近現代）・歴史・研究書

44 近代日本語教科書語彙索引 伊藤孝行　編 2021/10 978-4-585-38002-3 ¥8,800 ¥7,040 日本語・言語・研究書

45 英国初期印刷本研究への誘い―書誌学から文学・社会・歴史研究へ 向井剛　著 2021/10 978-4-585-32012-8 ¥6,600 ¥5,280 世界史・歴史・研究書

46 古典は遺産か？　日本文学におけるテクスト遺産の利用と再創造　〈アジア遊学〉 Edoardo GERLINI・河野貴美子　編 2021/10 978-4-585-32507-9 ¥3,080 ¥2,464 日本古典文学・文学・研究書

47 室町文化の座標軸―遣明船時代の列島と文事 芳澤元　編 2021/10 978-4-585-32011-1 ¥10,780 ¥8,624 日本史（前近代）・歴史・研究書

48 日本中世社会と村住人 蔵持重裕　編 2021/10 978-4-585-32009-8 ¥10,450 ¥8,360 日本史（前近代）・歴史・研究書

49 核抑止の理論と歴史―核の傘の信頼性を焦点に 矢野義昭　著 2021/10 978-4-585-33000-4 ¥14,300 ¥11,440 社会科学・研究書

50 怪異学講義―王権・信仰・いとなみ 東アジア恠異学会　編 2021/09 978-4-585-32007-4 ¥3,520 ¥2,816 哲学・宗教・民俗・研究書

51 説話の東アジア―『今昔物語集』を中心に 高陽　著 2021/09 978-4-585-39004-6 ¥13,200 ¥10,560 日本古典文学・文学・研究書

52 戦国時代劇メディアの見方・つくり方―戦国イメージと時代考証 大石学・時代考証学会　編 2021/09 978-4-585-32006-7 ¥3,520 ¥2,816 人文・一般書

53 アヘンからよむアジア史　〈アジア遊学〉 内田知行・権寧俊　編 2021/09 978-4-585-32506-2 ¥3,080 ¥2,464 東洋史・歴史・研究書

54 首里城を解く―文化財継承のための礎を築く 高良倉吉　監修／島村幸一　編 2021/09 978-4-585-32001-2 ¥4,180 ¥3,344 日本史（前近代）・歴史・研究書

55 日本古代の仏教者と山林修行 小林崇仁　著 2021/08 978-4-585-31003-7 ¥13,200 ¥10,560 哲学・宗教・民俗・研究書

56 書物のなかの近世国家―東アジア「一統志」の時代　〈アジア遊学〉 小二田章・高井康典行・吉野正史　編 2021/08 978-4-585-32505-5 ¥3,300 ¥2,640 東洋史・歴史・研究書

57 古建築調査ハンドブック 山岸常人・岸泰子・登谷伸宏　著 2021/08 978-4-585-35000-2 ¥1,540 ¥1,232 人文・一般書

58 中世武家領主の世界―現地と文献・モノから探る 田中大喜　編 2021/08 978-4-585-32003-6 ¥4,180 ¥3,344 日本史（前近代）・歴史・研究書

59 近世の村と百姓 渡辺尚志　著 2021/08 978-4-585-32002-9 ¥10,780 ¥8,624 日本史（前近代）・歴史・研究書

60 史料が語る東インド航路―移動がうみだす接触領域　〈アジア遊学〉
水井万里子・大澤広晃・杉浦未樹・吉田信・伏見
岳志　編

2021/07 978-4-585-32504-8 ¥3,080 ¥2,464 世界史・歴史・研究書

61 杉田玄白と江戸の蘭学塾―「天眞樓」塾とその門流 片桐一男　著 2021/07 978-4-585-32004-3 ¥7,700 ¥6,160 日本史（前近代）・歴史・研究書

62 谷崎潤一郎　美と生命の間 柴田勝二　著 2021/07 978-4-585-39003-9 ¥3,960 ¥3,168 日本近現代文学・文学・研究書

63 交錯する宗教と民族―交流と衝突の比較史　〈アジア遊学〉 鹿毛敏夫　編 2021/07 978-4-585-32503-1 ¥3,080 ¥2,464 日本史（前近代）・歴史・研究書

64 古文書研究　第91号 日本古文書学会　編 2021/07 978-4-585-32401-0 ¥4,180 ¥3,344 日本史（前近代）・歴史・研究書

65 もう一度読みたい日本の古典文学 三宅晶子　編 2021/07 978-4-585-39001-5 ¥2,640 ¥2,112 文芸・一般書

66 元朝の歴史―モンゴル帝国期の東ユーラシア　〈アジア遊学〉 櫻井智美・飯山知保・森田憲司・渡辺健哉　編 2021/06 978-4-585-32502-4 ¥3,520 ¥2,816 東洋史・歴史・研究書

67 書物・印刷・本屋―日中韓をめぐる本の文化史 藤本幸夫　編 2021/06 978-4-585-30002-1 ¥17,600 ¥14,080 日本史（前近代）・歴史・研究書

68 創られた由緒―近世大和国諸社と在地神道家 向村九音　著 2021/06 978-4-585-31002-0 ¥8,800 ¥7,040 哲学・宗教・民俗・研究書

69 中世寺院の仏法と社会 永村眞　編 2021/06 978-4-585-31001-3 ¥13,200 ¥10,560 哲学・宗教・民俗・研究書

70 パブリック・ヒストリー入門（オンデマンド版）―開かれた歴史学への挑戦 菅豊・北條勝貴　編 2021/05 978-4-585-82254-7 ¥5,280 ¥4,224 日本史（近現代）・歴史・研究書

71 三島由紀夫と日本国憲法 藤野博　著 2021/05 978-4-585-39002-2 ¥3,300 ¥2,640 文芸・一般書

72 ベトナム語空間ダイクシスとその展開―指示詞から文末詞・感動詞へ 安達真弓　著 2021/05 978-4-585-38001-6 ¥11,000 ¥8,800 外国語・言語・研究書

73 ビジュアル資料でたどる　文豪たちの東京（オンデマンド版） 日本近代文学館　編 2021/05 978-4-585-89163-5 ¥3,080 ¥2,464 日本近現代文学・文学・研究書
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74 鉄幹晶子全集　別巻8―拾遺篇　書誌・年譜　〈鉄幹晶子全集〉 逸見久美ほか　編 2021/05 978-4-585-01093-7 ¥9,900 ¥7,920 日本近現代文学・文学・研究書

75 新しい産業創造へ　〈デジタルアーカイブ・ベーシックス〉 時実象一　監修／久永一郎　責任編集 2021/05 978-4-585-20285-1 ¥2,750 ¥2,200 図書館学・研究書

76 大宅壮一文庫解体新書―雑誌図書館の全貌とその研究活用 阪本博志　編 2021/05 978-4-585-30001-4 ¥3,850 ¥3,080 社会科学・研究書

77 改訂新版　中国学入門（オンデマンド版）―中国古典を学ぶための13章 二松學舎大学文学部中国文学科　編 2021/04 978-4-585-80056-9 ¥1,760 ¥1,408 入門書・一般書

78 杜甫研究年報　第四号　〈杜甫研究年報〉 日本杜甫学会　編 2021/04 978-4-585-39444-0 ¥2,200 ¥1,760 東洋文学・文学・研究書

79 変化する社会とともに歩む学校図書館　〈ライブラリーぶっくす〉 野口武悟　著 2021/04 978-4-585-20081-9 ¥2,420 ¥1,936 図書館学・研究書

80 物語文学の諸相と展開 中野幸一　著 2021/03 978-4-585-39000-8 ¥13,200 ¥10,560 日本古典文学・文学・研究書

81 日本語文字論の挑戦―表記・文字・文献を考えるための17章 加藤重広・岡墻裕剛　編 2021/03 978-4-585-38000-9 ¥7,700 ¥6,160 日本語・言語・研究書

82 勤番武士の江戸滞在記―国枝外右馬江戸詰中日記 岩淵令治　編 2021/03 978-4-585-32000-5 ¥11,000 ¥8,800 日本史（前近代）・歴史・研究書

83 東アジアにおける知の往還　〈アジア遊学〉
大学共同利用機関法人 人間文化研究機構　国
文学研究資料館・高麗大学校グローバル日本研
究院　共編

2021/03 978-4-585-32501-7 ¥3,080 ¥2,464 日本古典文学・文学・研究書

84 パリ・ノートル=ダム大聖堂の伝統と再生―歴史・信仰・空間から考える 坂野正則　編 2021/03 978-4-585-31000-6 ¥8,800 ¥7,040 哲学・宗教・民俗・研究書

85
ささえあう図書館（オンデマンド版）―「社会装置」としての新たなモデルと役割　〈ライ
ブラリーぶっくす〉

青柳英治　編著／岡本真　監修 2021/03 978-4-585-90039-9 ¥1,980 ¥1,584 図書館学・研究書

86 土地の記憶から読み解く早稲田―江戸・東京のなかの小宇宙
ローザ・カーロリ　著／大内紀彦、フィリッポ・ドル
ネッティ　訳

2021/03 978-4-585-22299-6 ¥2,970 ¥2,376 人文・一般書

87 日本の図書館建築―建築からプロジェクトへ 五十嵐太郎・李明喜　編 2021/03 978-4-585-20074-1 ¥3,850 ¥3,080 図書館学・研究書

88 江戸川乱歩大事典 落合教幸・阪本博志・藤井淑禎・渡辺憲司　編 2021/03 978-4-585-20080-2 ¥13,200 ¥10,560 辞・事典・研究書

89 増補改訂新版　日本中世史入門―論文を書こう 秋山哲雄・田中大喜・野口華世　編 2021/02 978-4-585-22280-4 ¥4,180 ¥3,344 日本史（前近代）・歴史・研究書

90 真田幸弘点取百韻　翻刻と解題 玉城司・小幡伍　編著 2021/02 978-4-585-29204-3 ¥9,900 ¥7,920 日本古典文学・文学・研究書

91 観相の文化史 相田満　著 2021/02 978-4-585-29203-6 ¥9,900 ¥7,920 日本古典文学・文学・研究書

92 中世の博多とアジア 伊藤幸司　著 2021/02 978-4-585-22300-9 ¥10,450 ¥8,360 日本史（前近代）・歴史・研究書

93 コーパスと近代日本語書き言葉の一人称代名詞の研究 近藤明日子　著 2021/02 978-4-585-28052-1 ¥9,350 ¥7,480 日本語・言語・研究書

94 戦国合戦図屛風の歴史学 高橋修　著 2021/02 978-4-585-22301-6 ¥9,900 ¥7,920 日本史（前近代）・歴史・研究書

95 鷹狩の日本史 福田千鶴・武井弘一　編 2021/02 978-4-585-22297-2 ¥4,180 ¥3,344 日本史（前近代）・歴史・研究書

96 韓国・朝鮮説話学の形成と展開 金廣植　著 2021/02 978-4-585-29201-2 ¥12,100 ¥9,680 東洋文学・文学・研究書

97 大嘗祭―隠された古層 工藤隆・岡部隆志・遠藤耕太郎　編 2021/01 978-4-585-21057-3 ¥4,180 ¥3,344 哲学・宗教・民俗・研究書

98 古文書への招待 日本古文書学会　編 2021/01 978-4-585-22277-4 ¥3,300 ¥2,640 人文・一般書

99 メソアメリカ文明ゼミナール 伊藤伸幸　監修／嘉幡茂・村上達也　編 2021/01 978-4-585-22296-5 ¥5,500 ¥4,400 世界史・歴史・研究書

100 和漢朗詠集とその享受　増訂版 三木雅博　著 2021/01 978-4-585-29202-9 ¥16,500 ¥13,200 日本古典文学・文学・研究書

101 絶滅危惧種を喰らう 秋道智彌・岩崎望　編 2021/01 978-4-585-24014-3 ¥3,520 ¥2,816 自然科学・研究書

102 明治の一発屋芸人たち―珍芸四天王と民衆世界 永嶺重敏　著 2021/01 978-4-585-27058-4 ¥3,850 ¥3,080 美術・音楽・芸能・研究書
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荘
園
領
主
段
銭
の
諸
様
相 

戦
国
期
北
野
社
の
領
主
段
銭…

三
枝
暁
子

戦
国
期
賀
茂
別
雷
神
社
の
収
取
制
度
と
段
銭…

志
賀
節
子

﹇
史
料
紹
介
﹈戦
国
時
代
の
調
符
・
段
銭
請
取
状
の
料
紙…

石
川
美
咲

Ⅲ　
守
護
・
戦
国
大
名
段
銭
の
変
容
過
程

天
文
七
年
の
山
城
下
郡
段
銭
と
三
好
政
長…

馬
部
隆
弘

十
五
世
紀
後
半
に
お
け
る
備
後
守
護
山
名
氏
の
段
銭
収
取
と
国
人

　
　
　…

伊
藤
大
貴

戦
国
大
名
毛
利
氏
に
よ
る
備
中
一
宮
社
領
へ
の
段
銭
賦
課…

吉
永
隆
記

大
内
氏
分
国
に
お
け
る
段
銭
収
取
シ
ス
テ
ム
と
知
行
制…

川
岡　
勉 

終
章段銭

研
究
の
可
能
性―

成
果
と
課
題…
三
枝
暁
子 

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部
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日本史（近代）・文化史

歌
う
こ
と
が
「
罪
」
だ
っ
た
時
代―

万
葉
時
代
に
若
い
男
女
が
愛
を
歌
い
交
わ
し
た「
歌
垣
」、

船
唄
や
木
遣
り
歌
な
ど
の
仕
事
唄
な
ど
、

古
来
日
本
人
の
生
活
は
歌
と
と
も
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、明
治
に
な
り
、文
明
開
化
の
流
れ
の
中
で
、卑
猥
な
歌
詞
の
俗
謡
、

乱
酔
放
歌
な
ど
の
暴
行
事
件
な
ど
が
多
発
し
た
こ
と
に
よ
り
、

放
歌―

辺
り
か
ま
わ
ず
大
声
で
歌
う
こ
と―

は

野
蛮
な
行
為
と
見
な
さ
れ
、処
罰
の
対
象
と
な
っ
た
。

日
常
生
活
の
あ
り
ふ
れ
た
行
為
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、意
識
さ
れ
ず
、

記
録
に
残
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
かっ
た「
放
歌
」の
歴
史
を
、

犯
罪
記
録
と
し
て
残
っ
た
資
料
、多
数
の
図
版
と
と
も
に
丹
念
に
紐
解
く
。

明
治
の
民
衆
の「
歌
う
文
化
」を
見
つ
め
な
お
す
格
好
の
一
冊
！

定
価

三
八
五
〇
円（
税
込
）

本
体
三
五
〇
〇
円

四
六
判
並
製
カ
バ
ー
装
・二
八
八
頁

ISBN
978-4-585-37003-1

　C
0073

二
〇
二
二
年
五
月
刊
行

永
嶺
重
敏
﹇
著
﹈

永
嶺
重
敏（
な
が
み
ね
・
し
げ
と
し
）

一
九
五
五
年
、鹿
児
島
県
生
ま
れ
。九
州
大
学
文
学
部
卒
業
。出
版
文
化
・
大
衆
文
化
研
究
家
。日
本
出
版
学

会
、日
本
メ
デ
ィ
ア
学
会
、メ
デ
ィ
ア
史
研
究
会
、日
本
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
学
会
会
員
。主
な
著
書
に『
読
書
国

民
の
誕
生―

明
治
30
年
代
の
活
字
メ
デ
ィ
ア
と
読
書
文
化
』（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、二
〇

〇
四
年
）、『「
リ
ン
ゴ
の
唄
」の
真
実―

戦
後
初
め
て
の
流
行
歌
を
追
う
』（
青
弓
社
、二
〇
一
八
年
）、『
明
治

の
一
発
屋
芸
人
た
ち―

珍
芸
四
天
王
と
民
衆
世
界
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
二
〇
年
）な
ど
が
あ
る
。

著
者
プ
ロ
フィ
ー
ル

序
章
　「
歌
う
行
為
」の
歴
史
と「
放
歌
」と
い
う
視
点

第
一
部
　
明
治
の
路
上
放
歌
と
歌
う
民
衆
の
世
界

第
一
章
　「
路
上
で
歌
う
行
為
」が
犯
罪
と
な
っ
た
時
代

　
　―

放
歌
罪
の
成
立
過
程
と
展
開

一
　
放
歌
高
吟
は「
開
け
ぬ
国
」の
旧
弊
／
二
　
前
史（
明
治
三―

五
年
）―

「
乱

酔
放
歌
」の
禁
止
／
三
　
違
式
詿
違
条
例（
明
治
五―

十
四
年
）―

道
府
県
単

位
で
の
放
歌
罪
／
四
　
旧
刑
法
の
違
警
罪―

放
歌
罪
の
全
国
化（
明
治
十
五

―

四
十
年
）／
五
　
街
路
取
締
規
則
と
放
歌
規
制
／
六
　
放
歌
罪
目
の
消
失

―

現
行
刑
法
と
警
察
犯
処
罰
令（
明
治
四
十
一
年―

）

第
二
章
　
路
上
放
歌
を
め
ぐ
る
民
衆
と
巡
査
の
市
中
攻
防
戦

一
　
警
察
統
計
と
五
百
人
の
放
歌
犯
／
二
　
放
歌
犯
の
実
態

三
　
侮
辱
放
歌
に
よ
る
民
衆
の
反
撃

第
二
部
　
生
活
や
労
働
の
中
に
根
付
く「
歌
う
文
化
」

第
三
章
　
湯
屋
と
い
う
放
歌
空
間

一
　
湯
屋
取
締
規
則
と
湯
屋
の
構
造
／
二
　
湯
屋
で
の
放
歌
と「
芸
尽
し
」

三
　
汽
車
・
人
力
車
や
花
見
、監
獄
で
の
放
歌

第
四
章
　
仕
事
唄
を
歌
う
明
治
の
労
働
者

　
　―

来
日
西
洋
人
に
よ
る「
歌
う
民
族
」の
発
見

一
　
仕
事
唄
と
来
日
西
洋
人
の
見
聞
記
／
二
　
西
洋
人
を
驚
か
せ
た
歌
う
船

乗
り
と
馬
方
／
三
　
地
搗
き
と
木
遣
り
の
工
夫
も
歌
う
／
四
　
工
場
内
で
放

歌
す
る
女
工
た
ち

第
三
部
　
放
歌
世
界
か
ら
教
育
訓
練
型
の
歌
の
世
界
へ

第
五
章
　
放
歌
世
界
と
唱
歌
・
軍
歌
の
導
入

一
　
俗
謡
と
放
歌
世
界
の
特
徴
／
二
　
唱
歌
教
育
の
導
入
と
俗
謡
改
良

三
　
軍
歌
を
歌
う
兵
士
の
誕
生
／
四
　
兵
士
と
放
歌

第
六
章
　
学
生
の
放
歌
高
吟
文
化
の
形
成
過
程

一
　
明
治
十
年
代
の
学
生
生
活
と
放
歌
高
吟
の
禁
止
／
二
　
明
治
二
十
年
代

の
寮
生
活
と「
花
は
桜
木
」の
誕
生
／
三
　
一
高
的
伝
統
の
始
ま
り
と
寮
歌
の

誕
生
／
四
　
放
歌
高
吟
文
化
の
制
度
化

結
び
　
路
上
の
歌
声
の
変
貌―

明
治
か
ら
大
正
へ

終
章
　
デ
モ
行
進
歌
の
誕
生
と
展
開

　
　―

政
治
・
社
会
運
動
と
歌
の
利
用

一
　
民
権
運
動
と
歌
と
行
進
の
利
用
／
二
　
デ
モ
行
進
歌
の
誕
生

三
　「
社
会
主
義
の
歌
」と「
革
命
歌
」／
四
　
大
正
以
降
の
展
開―

普
選

歌
と
メ
ー
デ
ー
歌
の
高
唱

お
わ
り
に

目
次

放
歌
民
衆
か
ら

唱
歌
・
軍
歌
を

歌
う
国
民
へ

歌
う
民
衆
と

放
歌
高
吟
の

近
代

ご送付先ご住所・氏名（通信欄）
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近
代
中
国
美
術
の

辺
界

美術史・東洋史

ア
ジ
ア
遊
学
269

定
価
三
、八
五
〇
円（
税
込
）

本
体
三
、五
〇
〇
円

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装

カ
ラ
ー
口
絵
四
頁
＋
本
文
三
六
八
頁

二
〇
二
二
年
五
月
刊
行

ISBN
978-4-585-32515-4 C1370

﹇
目
次
﹈

瀧
本
弘
之
・
戦
暁
梅 ﹇
編
﹈

知
ら
れ
ざ
る
、

東
ア
ジ
ア
美
術
交
流
史 

清
朝
崩
壊
か
ら
の
約
半
世
紀
、中
国
大
陸
は
中
心
の
な
い
空

白
時
期
で
政
治
・
経
済
・
文
化
と
も
に
無
秩
序
の
混
乱
が

続
い
た
。

そ
う
し
た
中
で
も
、美
術
家
や
団
体
は
、海
外
や
美
術
界
の

「
外
」と
の
交
流
や
接
触
に
よ
り
、新
し
い
藝
術
思
潮
や
動
向

に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
美
術
活
動
を
展
開
し
た
。そ
こ
に
は

多
様
で
豊
か
な
美
術
・
文
化
が
息
づ
い
て
い
た
。

中
国
の
画
家
は
日
本
の
美
術
界
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、独

自
の
作
品
世
界
を
形
成
し
て
いっ
た
の
か
。中
国
美
術
史
の
記

述
は
日
本
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
。ま
た
、美

術
品
は
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
収
蔵
さ
れ
て
き
た
の
か
。

美
術
作
品
を
め
ぐ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、海
を
越
え
て
伝
え

ら
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
変
遷
に
も
着
目
し
、多
角
的
な
視
点

か
ら
近
代
中
国
美
術
の
実
像
に
迫
る
。

﹇
編
者
紹
介
﹈

著
述
家
・
中
国
版
画
研
究
家
。専
門
は
美
術
一
般
、古
版
画
・
近
現
代
版
画
。主
な
編
著
書
に

『
中
国
古
典
文
学
挿
画
集
成
』〔
一
〕〜〔
十
〕（
遊
子
館
、一
九
九
九
〜
二
〇
一
二
年
） 

な
ど
。

瀧
本
弘
之
（
た
き
も
と・ひ
ろ
ゆ
き
）

戦
暁
梅
（
せ
ん・ぎ
ょ
う
ば
い
）

東
京
工
業
大
学
准
教
授
。専
門
は
日
中
近
代
美
術
交
流
史
。主
な
著
書
に『
鉄
斎
の
陽
明
学
』

（
勉
誠
出
版
、二
〇
〇
四
年
）な
ど
。

越
境
す
る
作
品
、

交
錯
す
る
藝
術
家

序
説 「
近
代
中
国
美
術
の
辺
界
」へ
の
随
想…

瀧
本
弘
之

Ⅰ　
美
術
を
め
ぐ
っ
て
、美
術
を
超
え
て

「
西
湖
藝
展
」開
催
の
経
緯―

「
斎
藤
佳
三
資
料
」を
手
が
か
り
に…

吉
田
千
鶴
子

上
海
租
界
の
フ
ラ
ン
ス
語
新
聞
に
み
る
近
代
中
国
美
術

　―

林
風
眠
と
杭
州
国
立
藝
術
院
を
中
心
に…

趙　
怡

一
九
三
〇
年
代
の
北
平
画
壇
の
グ
リ
ン
プ
ス…

瀧
本
弘
之

長
尾
雨
山
の
近
代
日
中
美
術
交
流
に
お
け
る
貢
献…

松
村
茂
樹

魯
迅
と
ケ
ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ

　―

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
運
動
と
の
関
わ
り
を
中
心
に…

東
家
友
子

太
平
洋
の
対
岸
へ
発
信
さ
れ
た「
辺
区
像
」

　―

中
国
共
産
党
の
海
外
宣
伝
事
業
に
使
わ
れ
た「
延
安
木
版
画
」を
解
析
す
る…

陳　
琦

戯
劇
改
良
運
動
初
期
の
石
版
戯
曲
年
画「
二
十
四
紀
新
茶
花
」に
つ
い
て…

三
山　
陵

京
劇
俳
優
梅
蘭
芳
と
日
本
美
術
界
の
交
流
に
つ
い
て…

佐
々
木　
幹

Ⅱ　
日
本
に
行
く
画
家
、中
国
に
行
く
画
家

　
徐
悲
鴻
と
文
展
作
品

　
　―

そ
こ
か
ら
得
た
も
の…

華　
天
雪 （
翻
訳：林　
佳
美
／
翻
訳
協
力：李　
趙
雪
）

　﹇
コ
ラ
ム
﹈嶺
南
画
派
と
日
本…

李　
趙
雪

広
東
か
ら
来
た
前
衛
画
家

　―

一
九
三
〇
年
代
の
東
京
に
お
け
る
李
仲
生
の
画
業
に
つ
い
て…

呉　
孟
晋

﹇
コ
ラ
ム
﹈近
代
中
国
に
お
け
る「
裸
体
画
論
争
」

　―

日
本
と
の
比
較
を
視
野
に
入
れ
て…

龔　
珏

朝
鮮
近
現
代
美
術
史
を
歩
ん
だ
洋
画
家
・
鄭
温
女

　―

あ
る
女
子
美
術
専
門
学
校
卒
業
生
の
生
涯…

畑
山
康
幸
　

﹇
コ
ラ
ム
﹈顕
現
と
隠
蔽―

従
軍
画
家
の
描
い
た
戦
時
中
の
中
国…

劉　
建
輝

 

Ⅲ　
中
国
美
術
品
の
収
蔵
、中
国
美
術
史
の
記
述

チ
ェ
コ
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
近
代
中
国
絵
画…

オ
リ
ボ
バ・ル
ツ
ィ
エ（
翻
訳：東
家
友
子
）

近
代
書
画
碑
帖
収
蔵
史
に
つ
い
て…

下
田
章
平
　

廉
泉「
小
萬
柳
堂
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」の
初
来
日
再
考

　―

『
南
湖
東
遊
日
記
』を
主
な
手
掛
か
り
に…

戦
暁
梅

外
国
人
宣
教
師
の
目
線
で
つ
く
ら
れ
た
土
山
湾
孤
児
院
の
黄
楊
人
形

　―

天
理
参
考
館
所
蔵
資
料
を
例
に
し
て…

中
尾
徳
仁

﹇
コ
ラ
ム
﹈「
徐
家
匯
板
聖
徒
像
」の
発
見…

瀧
本
弘
之

書
を
編
み
込
ん
だ
中
国
美
術
通
史…
菅
野
智
明

﹇
コ
ラ
ム
﹈ベ
ト
ナ
ム
絵
画
の「
父
」と「
兄
」―

画
家
ナ
ム
・
ソ
ン
の
美
術
論…

二
村
淳
子

 

あ
と
が
き…

戦
暁
梅
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日本史（中世）・仏教

佐
藤
博
信　

…
…
…
…
…
…
…
   

著

中
世
社
会
の
構
造
と
特
質
を
と
ら
え
る

安
房
妙
本
寺
及
び
そ
れ
と
対
立
と
競
合
を
繰
り
返
し
た
駿
河
富

士
門
流
寺
院（
富
士
五
山
。北
山
本
門
寺
・
大
石
寺
・
西
山
本
門
寺

な
ど
）の
展
開
を
中
心
に
し
て
東
国
の
日
蓮
宗
寺
院
に
お
け
る
門

流
支
配
の
実
態
を
政
治
・
経
済
・
宗
教
の
三
位
一
体
的
関
係
の
把

握
と
い
う
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
、そ
の
中
世
か
ら
近
世
へ
の
史

的
展
開
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

関
係
寺
院
に
伝
来
す
る
文
書
史
料
の
み
な
ら
ず
、各
地
に
散
在
す

る
聖
教
類
・
曼
荼
羅
本
尊
・
石
造
物
な
ど
多
様
な
資
料
を
博
捜
し
、

寺
院
間
の
権
力
を
め
ぐ
る
対
立
と
緊
張
、大
名
と
領
主
と
の
関

係
、由
緒
と
伝
統
の
創
成
、地
域
社
会
へ
の
影
響
な
ど
を
解
明
。従

来
研
究
の
な
い
上
総
藻
原
寺
の
研
究
も
含
め
て
、長
年
、中
世
東

国
史
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
著
者
に
よ
る
最
新
の
研
究
成
果
。

【
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

佐
藤
博
信（
さ
と
う
・
ひ
ろ
の
ぶ
）

千
葉
大
学
名
誉
教
授
。専
門
は
中
世
東
国
史
。

主
な
著
書
に『
中
世
東
国
日
蓮
宗
寺
院
の
研
究
』（
東
京

大
学
出
版
会
、二
〇
〇
三
年
）、『
越
後
中
世
史
の
世
界
』

（
岩
田
書
院
、二
〇
〇
六
年
）、 『
中
世
東
国
足
利
・
北
条

氏
の
研
究
』（
岩
田
書
院
、二
〇
〇
六
年
）、『
中
世
東
国

政
治
史
論
』（
塙
書
房
、二
〇
〇
六
年
）、『
安
房
妙
本
寺

日
我
一
代
記
』（
思
文
閣
出
版
、二
〇
〇
七
年
）、 『
中
世

東
国
の
権
力
と
構
造
』（
校
倉
書
房
、二
〇
一
三
年
）、 

『
日
蓮
宗
寺
院
の
歴
史
と
伝
承
』（
山
喜
房
佛
書
林
、二

〇
一
七
年
）、 『
中
世
東
国
日
蓮
宗
寺
院
史
論
』（
塙
書

房
、二
〇
二
二
年
）な
ど
が
あ
る
。

中
世
東
国

日
蓮
宗
寺
院
の

地
域
的
展
開

カ
ラ―

口
絵

は
じ
め
に

凡
例

第
一
部　

駿
河
富
士
諸
寺
の
展
開

 
 

―

「
富
士
四
ケ
寺
」か
ら「
富
士
五
ケ
寺
」へ―

第
一
章　

妙
本
寺
門
流
の
展
開
と
小
泉
久
遠
寺

 
 

―

特
に
代
官
日
義
・
日
提
・
日
珍
を
中
心
に―

第
二
章　

小
泉
久
遠
寺
末
寺
の
成
立
と
展
開

 
 

―

円
蔵
寺
・
本
隆
寺（
長
遠
寺
）・
妙
円
寺
の
場
合―

第
三
章　

駿
河
興
津
氏
と
大
石
寺
東
坊
地
相
論
に
関
す
る
一
考
察

 
 

―

妙
本
寺
研
究
の
視
点
か
ら―

第
四
章　

北
山
本
門
寺
と
西
山
本
門
寺

 
 

―

特
に
寺
号「
本
門
寺
」と
重
宝
を
め
ぐ
っ
て―

第
五
章　

北
山
本
門
寺
の
近
世
的
展
開
と
そ
の
特
徴

 
 

―

日
興
墳
墓
と
檀
那
井
出
氏
に
注
目
し
て―

第
六
章　

下
条
妙
蓮
寺
の
歴
史
的
展
開

 
 

―

「
富
士
五
ケ
寺
」へ
の
道
程―

第
二
部　

上
総
藻
原
寺
の
展
開

第
一
章　

上
総
藻
原
郷
・
二
宮
庄
・
藻
原
寺
の
中
世
的
展
開

 
 

―

寺
院
・
都
市
・
城
郭―

　

第
二
章　

藻
原
寺
檀
那
松
本
久
右
衛
門
家
所
蔵
史
料
に
つ
い
て

 
 

―

曼
荼
羅
本
尊
を
中
心
に―

第
三
部　

安
房
妙
本
寺
の
展
開

第
一
章　

妙
本
寺
関
係
史
料
か
ら
み
る
自
然
災
害
史
序
説

 
 

―

房
総
・
駿
河
・
日
向
を
中
心
に―

第
二
章　

妙
本
寺
と
中
山
法
華
経
寺

 
 

―

特
に
戦
国
末
期
の
日
侃
書
状
か
ら―

第
三
章　

日
我
と
法
華
問
答―

「
宗
論
」を
め
ぐ
っ
て―

第
四
章　

日
我
と
蔵
書―

「
曽
我
物
語
」「
八
雲
抄
」な
ど
を
め
ぐ
っ
て―

第
五
章　

妙
本
寺
に
お
け
る
由
緒
と
伝
統
の
創
成

 
 

―

特
に「
妙
本
寺
文
書
」の
一
通
を
め
ぐ
っ
て―

第
六
章　

鶴
岡
八
幡
宮
若
宮
別
当
定
尊
安
堵
状
に
つ
い
て

 
 

―

享
徳
年
号
の
襲
用
を
め
ぐ
っ
て―

お
わ
り
に

成
稿
一
覧

索　

引

【
目
次
】

定
価
一
三
、二
〇
〇
円（
税
込
）

﹇
本
体
一
二
、〇
〇
〇
円
﹈

Ａ
５
判
上
製

本
文
五
一
二
頁
＋
カ
ラ
ー
口
絵
二
頁

二
〇
二
二
年
五
月
刊
行

ISBN
978-4-585-32016-6 C3021

◉
中
世
東
国
の
権
力
構
造
に
関
す
る
諸
問
題
・
課
題
を
提
示
。

◉
政
治
史
・
寺
院
史
・
経
済
史
等
、諸
分
野
を
架
橋
す
る
基
盤
研
究
。

【
本
書
の
特
色
】

ご送付先ご住所・氏名（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

定価13,200円（本体価格12,000円）
A5判上製・本文512頁+カラー口絵2頁

ISBN 978-4-585-32016-6　C3021
2022年5月刊行

中世東国日蓮宗寺院の
地域的展開
佐藤博信［著］



日本史

二
〇
二
二
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
鎌
倉
殿
の
13
人
」の
主
人
公
で
あ
る
北
条
義
時
。

彼
は
ど
の
よ
う
な
生
涯
を
送
り
、ど
の
よ
う
に
政
権
を
握
り
、

戦
乱
の
世
を
生
き
抜
い
た
の
か―

。

北
条
義
時
を
中
心
に
据
え
、義
時
が
か
か
わ
っ
た
鎌
倉
幕
府
の
政
治
や
制
度
、

彼
を
め
ぐ
る
人
物・出
来
事
か
ら
鎌
倉
幕
府
の
成
立
、転
換
点
を
見
直
す
。

義
時
の
執
政
、承
久
の
乱
の
影
響
、13
人
の
合
議
制
、北
条
氏
の
発
給
文
書
、

『
吾
妻
鏡
』や
伝
承・史
跡
か
ら
見
る
後
世
の
義
時
像
、な
ど
の

多
角
的
な
章
立
て・多
彩
な
コ
ラ
ム
に
よ
り
、

新
た
な
北
条
義
時
像
、鎌
倉
幕
府
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。

北
条
義
時
に
関
す
る
詳
細
な
年
譜
も
付
す
。

大
河
ド
ラ
マ
の
世
界
を

よ
り
深
く
楽
し
め
る
、最
適
の
一
冊
！

定価3,080円（税込）

本体2,800円
四六判並製カバー装・368頁

ISBN978-4-585-32014-2　C1021
2022年4月刊行

菊
池
紳
一
﹇
編
﹈

菊
池
紳
一（
き
く
ち
・
し
ん
い
ち
）

一
九
四
八
年
山
形
県
生
ま
れ
。元
前
田
育
徳
会
常
務
理
事
・
尊
経
閣
文
庫
主
幹
。北
条
氏
研
究
会

代
表
。

著
書
に『
図
説
　
前
田
利
家―

前
田
育
徳
会
の
史
料
に
み
る
』（
新
人
物
往
来
社
、二
〇
〇
二

年
）、『
加
賀
前
田
家
と
尊
経
閣
文
庫―

文
化
財
を
守
り
、伝
え
た
人
々
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一

六
年
）、『
源
家
滅
亡―

尼
御
台
所
と
北
条
義
時
の
時
代
』（
山
川
出
版
、二
〇
二
二
年
）、論
文
に

「
北
条
政
子
発
給
文
書
に
つ
い
て
」（
北
条
氏
研
究
会
編『
北
条
氏
発
給
文
書
の
研
究
』、勉
誠
出

版
、二
〇
一
九
年
）な
ど
が
あ
る
。

編
者
プ
ロ
フィ
ー
ル

は
じ
め
に…

菊
池
紳
一
・
北
爪
寛
之

第
一
部
　
北
条
義
時
の
生
涯

第
一
章
　
北
条
義
時
の
出
生
か
ら
源
頼
朝
の
挙
兵

第
二
章
　
鎌
倉
政
権
の
成
立
と
源
頼
朝 

コ
ラ
ム
　
源
頼
朝
と
北
条
義
時

第
三
章
　
源
頼
朝
の
死
と
北
条
時
政
の
台
頭 

コ
ラ
ム
　
十
三
人
の
合
議
制
と
鎌
倉
殿
源
頼
家 

第
四
章
　
北
条
義
時
と
和
田
合
戦 

第
五
章
　
将
軍
源
実
朝
の
死
と
承
久
の
乱 

コ
ラ
ム
　
源
実
朝
暗
殺
を
め
ぐ
る
北
条
義
時 

コ
ラ
ム
　
後
鳥
羽
上
皇
と
北
条
義
時
追
討
宣
旨
忍

第
六
章
　
北
条
義
時
の
死
と
伊
賀
氏
の
変

コ
ラ
ム
　
北
条
義
時
の
遺
領 

第
二
部
　
北
条
義
時
を
め
ぐ
る
人
々

第
一
章
　
将
軍
家（
源
家
）の
一
族 

第
二
章
　
北
条
氏
一
族 

コ
ラ
ム
　
北
条
義
時
の
姉
妹
と
娘
た
ち 

コ
ラ
ム
　
北
条
一
族
の
官
位 

第
三
章
　
そ
の
他
の
人
々 

第
三
部
　
執
権
北
条
義
時
と
政
所

第
一
章
　
執
権
北
条
義
時
と
政
所 

コ
ラ
ム
　
北
条
義
時
の
発
給
文
書 

コ
ラ
ム
　
北
条
氏
と
侍
所 

遠
山
久
也

コ
ラ
ム
　
北
条
義
時
と
一
門
の
守
護 

コ
ラ
ム
　
北
条
氏
と
相
模
・
武
蔵
両
国 

第
四
部
　
承
久
の
乱
の
影
響

第
五
部
　
偽
史・史
跡・伝
承

第
一
章
　「
予
章
記
」に
み
る
源
氏
三
代
と
北
条
氏 

第
二
章
　
北
条
義
時
と
武
士
の
都
鎌
倉 

第
三
章
　
そ
の
後
の
北
条
義
時
像 

第
四
章
　
史
料
と
し
て
の『
吾
妻
鏡
』 

付
録
　
北
条
義
時
関
連
年
表
／
参
考
文
献
一
覧

執
筆
項
目
一
覧

あ
と
が
き…

菊
池
紳
一

目
次

北
条
義
時
の

生
涯
鎌
倉
幕
府
の

　
　
草
創
か
ら
確
立へ

【
執
筆
者
】（
掲
載
順
）菊
池
紳
一
・
北
爪
寛
之
・
山
野
龍
太
郎
・

　
下
山
忍
・
山
野
井
功
夫
・
齊
藤
直
美
・
永
井
晋
・

　
牡
丹
健
一
・
川
島
優
美
子
・
遠
山
久
也
・
泉
田
崇
之
・

　
磯
川
い
づ
み
・
塚
本
洋
司
・
池
田
悦
雄
・
森
幸
夫

ご送付先ご住所・氏名（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田三崎町2-18-4　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

定価3,080円（税込）・本体2,800円
四六判並製カバー装・368頁

2022年4月刊行
ISBN978-4-585-32014-2 C1021

北条義時の生涯
鎌倉幕府の草創から確立へ

菊池紳一［編］



中国史・中国文学・東洋思想・東洋美術

二
松
學
舍
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科﹇
編
﹈

入
門   

中
国
学
の
方
法

文
字
学
◉
戸
内
俊
介

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

街
角
の
漢
字
の
源
流
を
辿
っ
て―
「
風
月
堂
」の「
風
」は
な
ぜ「
凮
」か

中
国
文
学
◉
牧
角
悦
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

神
話
と
詩―

文
学
研
究
の
方
法
論

中
国
女
性
史
◉
仙
石
知
子 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

何
の
た
め
に
女
性
を
描
く
の
か―

劉
向『
列
女
伝
』

中
国
思
想
◉
田
中
正
樹

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
国
の
古
典
思
想
文
献
を
読
む―

『
論
語
』を
読
ん
で
み
よ
う

古
典
小
説
◉
伊
藤
晋
太
郎

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

『
三
国
志
演
義
』を
研
究
す
る 

校
勘
学
◉
小
方
伴
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

清
代
に
於
け
る
書
物
の
伝
承
と
校
勘 ―

校
本
及
び
そ
の
題
跋
を
手
掛
か
り
と
し
て

日
本
漢
学
◉
町
泉
寿
郎

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
本
漢
学
と
そ
の
研
究
方
法
を
め
ぐ
っ
て

中
国
文
献
学
◉
王
宝
平

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
国
学
研
究
の
新
動
向―

中
国
に
お
け
る「
域
外
漢
籍
」研
究
に
つ
い
て

書
道
◉
髙
澤
浩
一 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
国
書
道
史
の
旅 

書
道
◉
福
島
一
浩

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

墨
跡
・
禅
僧
の
書―

宋
時
代
・
鎌
倉
時
代
か
ら
届
い
た
心
の
痕

漢
文
訓
読
法
入
門
◉
市
來
津
由
彦

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

返
り
点
を
付
け
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

お
役
立
ち
サ
イ
ト
集

も
く
じ

「
文
化
の
宝
庫
」を

　
　

学
ぶ
た
め
に

中
国
の
言
語
・
文
学
・
歴
史
・
思
想
・
芸
術
等
、
中
国
文
化
が
育

ん
で
き
た
諸
成
果
を
研
究
す
る「
中
国
学
」。

中
国
学
は
、
長
大
な
歴
史
的
経
験
を
経
た
先
人
達
の
膨
大
な
知
恵

を
効
率
よ
く
吸
収
し
、
自
己
の
思
考
の
糧
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

非
常
に
優
れ
た
学
問
で
あ
り
、
ま
た
我
々
が
未
来
に
向
け
て
行
動

す
る
際
に
参
照
す
べ
き「
指
針
」や「
教
訓
」の
宝
庫
と
言
え
る
。

本
書
で
は
、
古
代
か
ら
二
十
一
世
紀
に
い
た
る
多
様
な
中
国
文
化

及
び
日
本
に
受
容
さ
れ
た
中
国
文
化「
日
本
漢
学
」の
研
究
方
法
に

つ
い
て
、具
体
例
に
も
と
づ
き
丁
寧
に
解
説
す
る
。

「
文
字
学（
漢
字
）」、「
中
国
文
学（
神
話
と
詩
）」、「
中
国
女
性
史（
列

女
伝
）」、「
中
国
古
典
テ
ク
ス
ト（
論
語
）」、「
中
国
小
説（
三
国
志
演

義
）」、「
校
勘
学（
国
語
）」、「
日
本
漢
学
」、「
域
外
漢
籍
」、「
日
・
中

書
道
」、「
中
国
古
典
読
解（
漢
文
訓
読
）」を
テ
ー
マ
と
し
た
、
中
国

学
の「
方
法
」を
学
ぶ
た
め
の
11
章
。

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

定価1,760円（本体価格1,600円）
A5判並製カバー装・264頁

ISBN 978-4-585-30005-2　C1000
2022年4月刊行

入門 中国学の方法
二松學舍大学文学部中国文学科［編］



日
本
古
来
の
信
仰
で
あ
り
な
が
ら
も
、

時
代
と
と
も
に
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
を
遂
げ
て
き
た「
神
道
」。

中
世
日
本
で
は
、仏
教
と
神
道
の
融
合
現
象
―「
神
仏
習
合
」が

極
め
て
発
展
的
な
展
開
を
み
せ
、両
部
神
道
・
伊
勢
神
道
・
吉
田
神
道
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
神
道
の
流
派
の
諸
派
が
生
ま
れ
た
。

ま
た
、儀
礼
の
あ
り
か
た
、

体
系
的
に
組
み
合
わ
せ
ら
れ
た
空
間
・
図
像
・
言
説
な
ど
に
よ
り
、

独
自
の
世
界
観
・
世
界
像
を
築
き
、同
時
代
の
宗
教
の
み
な
ら
ず

政
治
・
文
化
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。

近
年
、急
速
に
研
究
の
進
展
す
る「
中
世
神
道
」の
見
取
り
図
を
、

「
神
道
の
流
派
」「
基
本
的
な
概
念
」「
中
世
の
神
々
」「
神
話
モ
チ
ー
フ
」

「
神
道
を
め
ぐ
る
人
々
」「
イ
メ
ー
ジ
」「
神
道
書
」な
ど

テ
ー
マ
ご
と
に
立
項
し
、第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究
者
が
、

多
数
の
図
版
と
と
も
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
決
定
版
！

中
世
神
道
入
門

カ
ミ
と
ホ
ト
ケ
の
織
り
な
す
世
界

カ
ラ
ー
口
絵

序　

言

1 

総
　
論

中
世
神
道
と
は
／
神
仏
習
合
の
諸
相
／
中
世
神
道

流
派
概
説
／
神
道
伝
授
の
か
た
ち

2 

中
世
の
神
々

古
典
神
の
変
貌
／
広
が
る
信
仰
／
習
合
神
の
諸
相

／
鎌
倉
仏
教
の
神

3 

中
世
神
話
の
モ
チ
ー
フ

4 

中
世
神
道
の

 

イ
メ
ー
ジ
と
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー

5 

中
世
神
道
を
め
ぐ
る
人
々

6 

中
世
神
道
書
の
世
界

中
世
日
本
紀
／
両
部
神
道
／
伊
勢
神
道
／
山
王
神

道
／
吉
田
神
道
／
そ
の
他

【
附
説
】
欧
米
言
語
に
よ
る
中
世
神
道
研
究

【
附
録
】
中
世
神
道
研
究
の
た
め
の
文
献
リ
ス
ト

あ
と
が
き

執
筆
者
紹
介

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
発
展
を
遂
げ
た

中
世
日
本
の
神
道
が
わ
か
る
、

初
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
！

伊
藤 

聡

門
屋 

温 

〈
監
修
〉

新
井
大
祐

鈴
木
英
之

大
東
敬
明

平
沢
卓
也  
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定
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四
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〇
円（
税
込
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本
体
三
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〇
〇
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Ａ
５
判
並
製
カ
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装
・

カ
ラ
ー
口
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八
頁+

本
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三
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二
頁

二
〇
二
二
年
四
月
刊
行

ISBN
978-4-585-31006-8 C1014 

【
目
次
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伊
藤
　
聡
（
い
と
う
・
さ
と
し
）

茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
教
授
。専
門
は
日
本
思
想
史
、神
道
論
。

著
書
に
『
神
道
の
中
世

―
伊
勢
神
宮
・
吉
田
神
道
・
中
世
日
本
紀
』

（
中
公
選
書
、
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。

門
屋
　
温
（
か
ど
や
・
あ
つ
し
）

清
泉
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
。
専
門
は
日
本
宗
教
思
想
史
。

論
文
に
「
神
道
を
め
ぐ
る
幻
想
の
正
体
」（『
療
法
と
し
て
の
歴
史

〈
知
〉』
森
話
社
、
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。

【
監
修
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
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カ
ラ
ー
口
絵

序　

言

1　

総
　
論

1　

中
世
神
道
と
は
◉
中
世
神
道
と
は
◎〔
通
史
〕古
代
か
ら
中
世
へ
／〔
通
史
〕中
世
神
話
・
中
世
日
本
紀
／　

　
　
〔
通
史
〕中
世
か
ら
近
世
へ
／〔
通
史
〕近
世
か
ら
み
た
中
世

2　

神
仏
習
合
の
諸
相
◉
神
身
離
脱
◎
護
法
善
神
◎
本
地
垂
迹
説
◎
御
霊
信
仰
◎
神
国
思
想
◎
神
観
念

【
コ
ラ
ム
】「
習
合
」と
い
う
用
語
／
中
世
神
話
と
仏
教
の
注
釈
伝
統

3　

中
世
神
道
流
派
概
説
◉
両
部
神
道
◎
伊
勢
神
道
◎
山
王
神
道
◎
三
輪
流
神
道
◎
御
流
神
道
◎
吉
田
神
道

　
　

と
吉
田
家
◎
浄
土
系
諸
派
と
神
道

4　

神
道
伝
授
の
か
た
ち
◉
神
道
灌
頂
◎
神
道
書
の
形
態

【
コ
ラ
ム
】中
世
神
道
と
仏
教
普
遍
主
義

2　

中
世
の
神
々

1　

古
典
神
の
変
貌
◉
国
常
立
尊
・
天
御
中
主
神
◎
天
照
大
神
◎
月
読
尊
◎
素
戔
嗚
尊
◎
蛭
児（
恵
比
寿
）◎

　
　

天
児
屋
命

2　

広
が
る
信
仰
◉
八
幡
◎
春
日
◎
住
吉
◎
稲
荷（
荼
吉
尼
天
）◎
三
輪
◎
日
吉
山
王
◎
天
神
◎
熊
野
◎
諏
訪

　
　

◎
二
所（
伊
豆
山
・
箱
根
）◎
三
嶋
◎
富
士
浅
間

3　

習
合
神
の
諸
相
◉
牛
頭
天
王
◎
蔵
王
権
現
◎
清
瀧
権
現
◎
赤
山
明
神
・
新
羅
明
神
◎
摩
多
羅
神
◎

　
　

宇
賀
弁
才
天
◎
荒
神
◎
童
子
神
◎
妙
見

4　

鎌
倉
仏
教
の
神
◉
三
十
番
神
◎
禅
と
神
々

【
コ
ラ
ム
】中
世
神
道
・
中
世
の
習
合
神
と
芸
能 
―
金
春
禅
竹『
明
宿
集
』を
通
し
て

3　

中
世
神
話
の
モ
チ
ー
フ

第
六
天
魔
王
と
大
日
印
文
◎
盤
牛
王
―
陰
陽
道
の
神
話
◎
天
竺
か
ら
の
飛
来
・
漂
着
◎
野
馬
台
詩
と
百
王
思
想

◎
神
功
皇
后
説
話
の
変
容
◎
藤
原
氏
の
神
話
◎
呉
太
伯
後
裔
説
◎
家
・
職
・
芸
の
神
話

【
コ
ラ
ム
】中
世
宗
教
に
お
け
る
身
体
性
お
よ
び
性
の
問
題

定
価
四
、一
八
〇
円
・
本
体
三
、八
〇
〇
円

A
５
判
上
製
カ
バ
ー
装
・
カ
ラ
ー
口
絵
八
頁
＋
本
文
三
九
二
頁

二
〇
二
二
年
四
月
刊
行
・ISBN
978-4-585-31006-8 C

1014

〈
詳
細
目
次
〉

4　

中
世
神
道
の
イ
メ
ー
ジ
と
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー

1　

神
器
・
神
宝
◉
三
種
の
神
器
◎
十
種
神
宝
◎
御
正
体

2　

神
宮
を
め
ぐ
る
イ
コ
ン
◉
心
御
柱
◎
御
形
文
・
千
木
・
堅
魚
木
◎
屋
形
文
錦
・
小
車
文
錦

3　

神
道
説
と
図
像
◉『
麗
気
記
』神
体
図
◎『
両
宮
本
誓
理
趣
摩
訶
衍
』・『
天
照
皇
大
神
遷
幸
時
代
抄
』・

　
　
『
日
諱
貴
本
紀
』◎
日
本
図

4　

神
道
曼
荼
羅
◉
本
地
仏
曼
荼
羅
／
垂
迹
曼
荼
羅
／
本
迹
曼
荼
羅
◎
宮
曼
荼
羅
／
参
詣
曼
荼
羅

【
コ
ラ
ム
】天
河
弁
才
天
曼
荼
羅

5　

中
世
神
道
を
め
ぐ
る
人
々

重
源
◎
貞
慶
◎
度
会
行
忠
◎
叡
尊
・
覚
乗
◎
度
会
常
昌（
常
良
）◎
慈
遍
◎
文
観
◎
度
会
家
行
◎
北
畠
親
房
◎

釼
阿
◎
了
誉
聖
冏
◎
吉
田
兼
倶

【
コ
ラ
ム
】偽
書
・
偽
経（
仮
託
書
）

6　

中
世
神
道
書
の
世
界

1　

中
世
日
本
紀
◉
古
事
記
・
日
本
書
紀
・
旧
事
本
紀
・
古
語
拾
遺
◎
日
本
紀
注
釈

【
コ
ラ
ム
】中
世
神
道
研
究
に
お
け
る「
風
土
記
」の
可
能
性

2　

両
部
神
道
◉
中
臣
祓
訓
解
◎
麗
気
記
◎
鼻
帰
書
◎
三
輪
大
明
神
縁
起

【
コ
ラ
ム
】中
世
神
道
書
に
お
け
る
仏
教
語
彙（
1
）　
『
大
和
葛
城
宝
山
記
』

3　

伊
勢
神
道
◉
倭
姫
命
世
記
◎
伊
勢
二
所
太
神
宮
神
名
秘
書
◎
太
神
宮
参
詣
記
◎
豊
葦
原
神
風
和
記

【
コ
ラ
ム
】中
世
神
道
書
に
お
け
る
仏
教
語
彙（
2
）「
仏
法
神
道
麗
気
記
」『
三
輪
大
明
神
縁
起
』

4　

山
王
神
道
◉
耀
天
記
◎
山
家
要
略
記
◎
渓
嵐
拾
葉
集

5　

吉
田
神
道
◉
唯
一
神
道
名
法
要
集
◎
神
道
大
意

6　

そ
の
他
◉
神
道
集
◎
諸
神
本
懐
集
◎
番
神
問
答
記
◎
神
皇
正
統
記

【
附
説
】欧
米
言
語
に
よ
る
中
世
神
道
研
究
／【
附
録
】中
世
神
道
研
究
の
た
め
の
文
献
リ
ス
ト

あ
と
が
き
／
執
筆
者
紹
介

【
監
修
者
】

伊
藤
　
聡（
い
と
う
・
さ
と
し
）茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
教
授
。専
門
は
日
本
思
想
史
、神
道
論
。

著
書
に『
神
道
の
中
世
―
伊
勢
神
宮
・
吉
田
神
道
・
中
世
日
本
紀
』（
中
公
選
書
、二
〇
二
〇
年
）な
ど
が
あ
る
。

門
屋
　
温（
か
ど
や
・
あ
つ
し
）清
泉
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
。専
門
は
日
本
宗
教
思
想
史
。

論
文
に「
神
道
を
め
ぐ
る
幻
想
の
正
体
」（『
療
法
と
し
て
の
歴
史〈
知
〉』森
話
社
、二
〇
二
〇
年
）な
ど
が
あ
る
。

【
編
者
】

新
井
大
祐（
あ
ら
い・
だ
い
す
け
）國
學
院
大
學
教
育
開
発
推
進
機
構
准
教
授
。専
門
は
中
・
近
世
神
道
思
想
史
、社
寺
縁
起
。

著
書
に『
言
説
・
儀
礼
・
参
詣
―〝
場
〞と〝
い
と
な
み
〞の
神
道
研
究
』（
共
著
、弘
文
堂
、二
〇
〇
九
年
）が
あ
る
。

鈴
木
英
之（
す
ず
き
・ひ
で
ゆ
き
）北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
教
授
。専
門
は
日
本
思
想
史
。著
書
に『
中
世
学
僧
と
神
道
―
了

誉
聖
冏
の
学
問
と
思
想
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一二
年
）が
あ
る
。

大
東
敬
明（
だ
い
と
う
・
た
か
あ
き
）國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
准
教
授
。専
門
は
神
道
史
。著
書
に『
真
福
寺
善
本
叢
刊 

第
三
期 

神
道
篇（
4
）　

中
世
神
道
資
料
集
』（
阿
部
泰
郎
と
共
編
、臨
川
書
店
、二
〇
二
〇
年
）が
あ
る
。

平
沢
卓
也（
ひ
ら
さ
わ
・
た
く
や
）立
教
大
学
助
教
。専
門
は
日
本
思
想
史
。論
文
に「
吉
田
家
と
日
本
書
紀
―
吉
田
兼
俱
の
神
代

巻
講
釈
を
中
心
に
」（
遠
藤
慶
太
・
河
内
春
人
・
関
根
淳
・
細
井
浩
志
編『
日
本
書
紀
の
誕
生
―
編
纂
と
受
容
の
歴
史
』八
木
書
店
、

二
〇
一八
年
）な
ど
が
あ
る
。

〈
監
修
者・編
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

伊
藤
聡
・
門
屋
温﹇
監
修
﹈

新
井
大
祐
・
鈴
木
英
之
・
大
東
敬
明
・
平
沢
卓
也﹇
編
﹈

中
世
神
道
入
門

カ
ミ
と
ホ
ト
ケ
の
織
り
な
す
世
界



近
本
謙
介
【
編
】

定
価
一
三
、二
〇
〇
円（
税
込
）

　
　
　
　
　

 

（
本
体
一
二
、〇
〇
〇
円
）

Ｂ
５
判
上
製
カ
バ
ー
装

カ
ラ
ー
口
絵
一
六
頁
＋
本
文
五
二
八
頁

二
〇
二
二
年
三
月
刊
行

ISBN
978-4-585-31009-9 C3015

人
び
と
の
祈
り
の
か
た
ち
を
表
す
法
会
や
儀
礼
は
、

こ
と
ば
・
ほ
と
け
・
図
像
が
統
合
的
に
機
能
す
る

空
間
の
う
ち
に
執
行
さ
れ
て
き
た
。

唱
導
や
文
芸
の
こ
と
ば
、仏
像
彫
刻
や

そ
れ
を
荘
厳
す
る
寺
院
空
間
、

図
像
や
絵
画
、さ
ら
に
は
宗
教
空
間
で
執
り
行
わ
れ
る

法
会
・
儀
礼
の
次
第
や
所
作
、

そ
れ
ら
を
支
え
る
教
理
・
教
学―

―

諸
種
の
要
素
の
響
き
合
い
に
よ
り
営
ま
れ
た

法
会
・
儀
礼
の
実
際
を
、寺
院
に
伝
持
さ
れ
て
き
た

ア
ー
カ
イ
ヴ
を
紐
解
く
こ
と
で
明
ら
か
に
す
る
。

領
域
横
断
的
・
複
合
的
な
議
論
と
方
法
論
を
示
す

四
部
二
十
三
編
の
論
考
が
奏
で
る
法
会
・
儀
礼
学
の
新
機
軸
。

【
編
者
紹
介
】

近
本
謙
介（
ち
か
も
と
・
け
ん
す
け
）―

一
九
六
四
年
生
ま
れ
。名
古
屋
大
学
人
文
学

研
究
科
教
授
。専
門
は
中
世
宗
教
文
芸
。著
書
に『
春
日
権
現
験
記
絵
注
解
』（
神
戸

説
話
研
究
会
編
、和
泉
書
院
、二
〇
〇
五
年・二
〇
一
四
年
改
訂
重
版
）、『
天
野
山
金

剛
寺
善
本
叢
刊
』第
一
期・
第
二
巻「
因
縁・
教
化
」（
共
編
著
、勉
誠
出
版
、二
〇
一
七

年
）、『
玄
奘
三
蔵 

新
た
な
る
玄
奘
像
を
も
と
め
て
』（
共
編
著
、勉
誠
出
版
、二
〇
二

一
年
）、『
宗
教
遺
産
学
の
創
成
』（
編
著
、勉
誠
出
版
、二
〇
二
二
年
）な
ど
が
あ
る
。

【
目
次
】

　
カ
ラ
ー
口
絵

緒
　
言
◎
近
本
謙
介

第
一
部
　
こ
と
ば
の
響
き

中
世
日
本
の
唱
導
に
お
け
る
ほ
と
け
と
こ
と
ば―

説
経
師
の
宗
教
テ
ク
ス
ト
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
ス
◎
阿
部
泰
郎

信
貴
山
と
中
世
聖
徳
太
子
伝
◎
猪
瀬
千
尋

河
内
源
氏
の
供
養
と
鎌
倉
幕
府
の
成
立―

安
居
院
流
唱
導
の
表
白
を
題
材
と
し
て
◎
山
野
龍
太
郎

ア
ー
カ
イ
ヴ
と
し
て
の
『
扶
桑
略
記
』 

◎
三
好
俊
徳

蒙
書
『
上
大
人
』
・
『
上
士
由
山
水
』
と
禅
師
語
録
に
お
け
る
運
用
に
つ
い
て
◎
任
　
占
鵬

『
維
摩
経
』
を
め
ぐ
る
法
会
・
文
芸
・
芸
能―

『
春
日
権
現
験
記
絵
』
を
視
座
と
し
て
◎
近
本
謙
介

第
二
部
　
ほ
と
け
の
響
き

浄
土
寺
浄
土
堂
の
造
形
と
思
想
◎
冨
島
義
幸

　
宣
陽
門
院
の
宗
教
空
間
に
お
け
る
ほ
と
け
と
こ
と
ば

　
　―

東
寺
西
院
御
影
堂
の
中
世
的
発
展
と
貞
慶
の
『
舎
利
講
式
』
を
め
ぐ
っ
て
◎
阿
部
美
香

儀
礼
空
間
に
託
さ
れ
た
信
仰
の
か
た
ち―

高
野
山
大
伝
法
院
本
堂
を
中
心
と
し
て
◎
郭
　
佳
寧

　
コ
ラ
ム：『
華
厳
経
』を
見
る
こ
と
、聞
く
こ
と
、飲
み
込
む
こ
と

　
　
　
　
　―

論
義
に
お
け
る
中
世
僧
侶
の
教
理
意
識
と
そ
の
周
辺
◎
野
呂
　
靖

北
条
時
頼
の
臨
終
儀
礼
再
考―

俊
仍
・
泉
涌
寺
僧
請
来
の
宋
代
仏
教
儀
礼
・
作
法
の
視
点
か
ら
◎
西
谷
　
功

通
受
の
背
景
◎
大
谷
由
香

第
三
部
　
図
像
の
響
き

古
代
・
中
世
仏
教
儀
礼
に
お
け
る
造
形
の
役
割―

行
儀
・
図
像
・
テ
ク
ス
ト
◎
泉
　
武
夫

新
出
の
列
女
伝
図
、
列
士
伝
図
に
つ
い
て―

楚
平
伯
嬴
図
、
聶
政
図
の
断
片
◎
黒
田
　
彰

十
王
信
仰
初
期
の
変
容
と
唱
導
◎
荒
見
泰
史

神
奈
川
県
小
田
原
市
総
世
寺
所
蔵
の
十
王
二
使
者
図
に
つ
い
て
◎
橋
本
遼
太

　
立
川
流『
阿
字
観
』と
そ
の
伝
本

　
　―

仁
和
寺
蔵
『
五
智
蔵
秘
抄
』
の
後
半
部
を
伝
え
る
聖
教
を
め
ぐ
っ
て
◎
海
野
圭
介

文
観
房
弘
真
が
織
り
な
し
た
テ
ク
ス
ト
の
地
平

　―

『
御
遺
告
七
箇
大
事
』
と
「
三
尊
合
行
法
」
◎
ラ
ポ
ー
・
ガ
エ
タ
ン

称
名
寺
素
睿
本
神
祇
書
一
結
と
神
道
灌
頂
◎
高
橋
悠
介

第
四
部
　
ア
ー
カ
イ
ヴ
と
の
共
鳴

鎮
護
国
家
の
仏
教
と
列
島
の
景
観―

仏
法
・
王
法
相
依
の
儀
礼
と
地
域
統
治
◎
松
尾
恒
一

民
俗
社
会
の
信
仰
と
知
識―

奥
三
河
宗
教
文
献
研
究
の
現
在
◎
松
山
由
布
子

コ
ラ
ム
：
「
男
ノ
心
」
は
何
と
同
じ
か―

九
華
山
地
蔵
寺
所
蔵
文
献
か
ら
◎
山
﨑
　
淳

史
料
紹
介
：
壬
辰
請
援
第
一
陣
の
記
録―

柳
夢
鼎
の
燕
行
録
『
壬
辰
赴
京
日
記
』
◎
程
　
永
超

あ
と
が
き
◎
近
本
謙
介

こ
と
ば・ほ
と
け・図
像
の

交
響 
法
会・儀
礼
と
ア
ー
カ
イ
ヴ

仏教・日本史・美術

ご送付先ご住所（通信欄）
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中
国
の
娯
楽
と
ジェン
ダ
ー          

中国史・ジェンダー史

男
装
か
ら
、

少
女レビュー
、グ
ラ
フ
誌
ま
で

二
十
世
紀
前
半
、上
海
を
中
心
に
多
彩
な
娯
楽
が
花
開
く
。

こ
の
地
で
女
性
が
舞
台
や
ス
ク
リ
ー
ン
に
登
場
し
、

大
衆
を
魅
了
す
る「
女
性
に
よ
る
娯
楽
」が
隆
盛
し
た
。

そ
れ
は
次
第
に
日
本
や
世
界
へ
と
伝
播
し
て
い
く
。

女
性
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
娯
楽
を
変
え
、

ま
た
女
性
た
ち
自
身
は
娯
楽
を
通
し
て
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。

映
画
、ラ
ジ
オ
、有
線
放
送
、新
聞
・
雑
誌
、演
劇
、ダ
ン
ス
、

ス
ポ
ー
ツ
、旅
行
な
ど
様
々
な
娯
楽
の
フィ
ル
タ
ー
を
通
し
て

そ
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
、女
性
史
を
は
じ
め
、文
学
、歴
史
学
、

比
較
文
化
史
、映
画
史
、舞
踏
史
、演
劇
学
、音
楽
学
な
ど

多
角
的
視
角
か
ら
、複
数
言
語
史
料
を
用
い
て

娯
楽
を
掘
り
起
こ
し
、

中
国
研
究
ひ
い
て
は
従
来
の
大
衆
娯
楽
研
究
や
盛
り
場

研
究
の
再
構
築
を
め
ざ
す
意
欲
的
な
一
冊
。

女
が
変
え
る
／
女
が
変
わ
る

﹇
編
者
紹
介
﹈

二
〇
一
六
年
よ
り
主
に
中
国
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
に
関
心
を
持
つ
大
学
教
員
、

研
究
者
が
集
ま
り
関
西
を
中
心
に
活
動
を
行
う
研
究
会
。現
在
、中
国
女
性
学
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
を

は
じ
め
、女
性
史
、文
学
、歴
史
学
、社
会
学
、比
較
文
化
史
、比
較
教
育
学
、演
劇
学
、音
楽
学
、映
画

史
、舞
踏
史
、フ
ラ
ン
ス
語
、ロ
シ
ア
語
な
ど
を
専
門
と
す
る
研
究
者
が
参
加
し
、さ
ま
ざ
ま
な
視
角

か
ら
従
来
に
は
な
い
新
し
い
研
究
の
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
会

中
国
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
会﹇
編
﹈

定
価
三
、〇
八
〇
円（
税
込
）

本
体
二
、八
〇
〇
円

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
二
四
〇
頁

二
〇
二
二
年
三
月
刊
行

ISBN
978-4-585-32513-0 C1330 

﹇
目
次
﹈

　

は
じ
め
に―

中
国
の
娯
楽
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
招
待…

大
濱
慶
子

第
Ⅰ
部
◉
発
信
・
享
受
す
る
娯
楽

男
装
す
る
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル―

映
画『
化
身
姑
娘
』シ
リ
ー
ズ
と
女
性
観
客…

菅
原
慶
乃

女
性
冒
険
家
と
ラ
ジ
オ
放
送

　
　―

上
海
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
ク
ロ
ー
ド
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル…

井
口
淳
子

上
海
租
界
の
フ
ラ
ン
ス
語
新
聞
が
報
じ
た
中
国
映
画
と
ス
タ
ー
た
ち…

趙　

怡

『
今
代
婦
女
』―

中
国
初
の
女
性
向
け
グ
ラ
フ
誌…

江
上
幸
子

つ
な
が
る
女
性
た
ち―

戦
時
期『
上
海
婦
女
』を
中
心
に…

須
藤
瑞
代

東
北
農
村
の「
小
喇
叭
」―

有
線
放
送
と
私
的
空
間
の
集
団
化…

横
山
政
子

第
Ⅱ
部
◉
演
じ
る
娯
楽

上
海
の
少
女
レ
ビ
ュ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
隆
盛
と
衰
退

　
　―

〈
見
ら
れ
る
〉性
と
身
体
表
現…

星
野
幸
代

上
海
の
白
系
ロ
シ
ア
人
詩
人
・
ダ
ン
サ
ー
、

　
ラ
リ
ー
サ
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
半
生…

須
佐
多
恵

姉
妹
の
越
劇―

姚
水
娟
・
袁
雪
芬
・
尹
桂
芳
の
時
代…

中
山　

文

晋
劇
史
上
初
の「
女
老
生
」―

丁
果
仙
の
形
象
と
そ
の
影
響…

陳　

鳳

第
Ⅲ
部
◉
体
験
す
る
娯
楽

近
代
中
国
に
お
け
る
女
子
ス
ポ
ー
ツ
の
娯
楽
化…

游　

鑑
明（
天
神
裕
子
訳
）

女
子
学
生
の
団
体
旅
行

　
　―
占
領
下
北
京
に
お
け
る
日
本
見
学
旅
行
記
を
中
心
と
し
て…

杉
本
史
子

戦
後
再
生
さ
れ
る
社
交
ダ
ン
ス

　
　―

労
働
者
の
娯
楽
へ
、〈
平
等
〉の
身
体
化
の
日
中
比
較…

大
濱
慶
子

中
国
農
村
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　
　―

「
娯
楽
」と
規
制
の
あ
い
だ
で…

石
川
照
子

ジ
ェ
ン
ダ
ー

ア
ジ
ア
遊
学
267

ご送付先 ご氏名・ご住所（通信欄）
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近世文学・近世史・交流史
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訳
注 

琉
球
文
学

『
佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記
』

『
周
藺
両
姓
記
事
』『
思
出
草
』

『
浮
縄
雅
文
集
』『
雨
夜
物
語
』

『
永
峰
和
文
』

【
目
次
】

序
文
　

凡
例

佐
銘
川
大
ぬ
し
由
来
記

解
説
／
本
文
／
現
代
語
訳
／
注
釈

周
藺
両
姓
記
事

解
説
／
本
文
／
現
代
語
訳
／
注
釈

思
出
草

解
説
／
本
文
／
現
代
語
訳
／
注
釈

浮
縄
雅
文
集

解
説
／
本
文
／
現
代
語
訳
／
注
釈

雨
夜
物
語
／
永
峰
和
文

解
説
／
本
文
／
現
代
語
訳
／
注
釈

参
考
地
図

参
考
文
献
一
覧

あ
と
が
き

和
歌
初
句
索
引

島
村
幸
一
・
小
此
木
敏
明
・
屋
良
健
一
郎
　…

…
…
…
…
…
…
   

著

文
化
の
結
節
点
た
る
琉
球
に
お
い
て
は
、琉
球
語
の
み
な
ら
ず
漢
語
・
和
語
に
よ
る
諸
種
の
文
学
作
品
が
華
ひ
ら
い
た
。

そ
れ
ら
は
、琉
球
と
い
う
場
の
も
つ
広
が
り
を
示
す
貴
重
な
歴
史
資
料
で
も
あ
る
。

十
八
世
紀
前
半
期
は
、琉
球
王
府
に
よ
る
歴
史
資
料
の
編
纂
事
業
が
集
中
し
、文
芸
が
盛
ん
な
時
代
で
あ
っ
た
。

氏
族
の
歴
史
叙
述
が
本
格
的
に
始
ま
り
、正
史
や
地
誌
の
編
纂
も
行
わ
れ
た
。

家
譜
と
正
史
、地
誌
の
叙
述
に
よ
り
、物
語
と
し
て
の
歴
史
が
作
ら
れ
て
い
く
。

ま
た
、そ
れ
と
並
行
し
て
、御
取
合（
交
際
・
交
流
）の
文
学
と
し
て
の
和
文
学
も
展
開
し
た
。

本
書
で
は
、そ
の
よ
う
な
時
代
に
成
立
し
た
6
編
の
作
品
を
取
り
上
げ
、

校
訂
本
文
に
注
釈
・
現
代
語
訳
を
付
し
、解
説
を
加
え
る
。

琉
球
を
ど
の
よ
う
に
叙
述
し
、ど
う
認
識
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

琉
球
の
歴
史
や
地
誌
を
ど
の
よ
う
な
枠
組
み
で
描
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

琉
球
の
歴
史
伝
承
叙
述
の
意
味
づ
け
を
考
え
る
上
で
重
要
な
作
品
を
読
み
解
く
。

【
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

島
村
幸
一（
し
ま
む
ら
・
こ
う
い
ち
）

立
正
大
学
文
学
部
教
授
。専
門
は
琉
球
文
学
・
琉
球
文
化
史
。

著
書
に『『
お
も
ろ
さ
う
し
』と
琉
球
文
学
』（
笠
間
書
院
、二
〇
一

〇
年
）、『
琉
球
文
学
の
歴
史
叙
述
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
五
年
）、

『
お
も
ろ
さ
う
し
研
究
』（
角
川
文
化
振
興
財
団
、二
〇
一
七
年
）、

『
琉
球
船
漂
着
者
の「 

聞
書
」世
界―

『
大
島
筆
記
』翻
刻
と
研

究
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
二
〇
年
）、『
首
里
城
を
解
く―

文
化
財

継
承
の
た
め
の
礎
を
築
く
』（
編
著
、勉
誠
出
版
、二
〇
二
一
年
）

な
ど
が
あ
る
。

小
此
木
敏
明（
お
こ
の
ぎ
・
と
し
あ
き
）

立
正
大
学
古
書
資
料
館
専
門
員
・
立
正
大
学
非
常
勤
講
師
。

専
門
は
中
世
・
近
世
文
学
。

著
書
に『
立
正
大
学
蔵
書
の
歴
史
　
寄
贈
本
の
ル
ー
ツ
を
た
ど

る
　
近
世
駿
河
か
ら
図
書
館
へ（
増
補
改
訂
版
）』（
立
正
大
学
品

川
図
書
館
、二
〇
一
九
年
）、論
文
に「『
中
山
世
鑑
』に
お
け
る
依

拠
資
料―

『
四
書
大
全
』・
綱
鑑
・『
太
平
記
』に
つ
い
て
」（『
説

話
文
学
研
究
』47
、二
〇
一
二
年
）、「『
中
山
世
鑑
』の
伝
本
に
つ

い
て―

内
閣
文
庫
本
を
中
心
に
」（
小
峯
和
明
監
修
・
目
黒
将

史
編『
資
料
学
の
現
在（
シ
リ
ー
ズ 

日
本
文
学
の
展
望
を
拓
く 

5
）』笠
間
書
院
、二
〇
一
七
年
）な
ど
が
あ
る
。

屋
良
健
一
郎（
や
ら
・
け
ん
い
ち
ろ
う
）

名
桜
大
学
国
際
学
群
上
級
准
教
授
。専
門
は
琉
球
史
。

著
書
に『
琉
球
史
料
学
の
船
出
』（
共
編
、勉
誠
出
版
、二
〇
一

七
年
）、論
文
に「
近
世
琉
球
の
日
本
文
化
受
容
」（
清
水
光
明

編『「
近
世
化
」論
と
日
本
』ア
ジ
ア
遊
学
185
、勉
誠
出
版
、二
〇

一
五
年
）、「
近
世
に
お
け
る
琉
球
人
の
日
本
漂
着
」（
島
村
幸

一
編『
琉
球
船
漂
着
者
の「
聞
書
」世
界―

『
大
島
筆
記
』翻

刻
と
研
究
』勉
誠
出
版
、二
〇
二
〇
年
）な
ど
が
あ
る
。

さ
な
が
わ
お
お
ぬ
し
ゆ
ら
い
き

し
ゅ
う
り
ん
り
ょ
う
せ
い
き
じ
　
お
も
い
で
く
さ

う
き
な
わ
が
ぶ
ん
し
ゅ
う
　
あ
ま
よ
も
の
が
た
り

な
が
み
ね
わ
ぶ
ん

６作品全点
初の訳注

ご送付先ご住所・氏名（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

定価12,100円（本体価格11,000円）
A5判上製・496頁

ISBN 978-4-585-39009-1　C3095
2022年3月刊行
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図書館・アーカイブズ・博物館

小
出い
ず
み【
著
】

定
価
七
、七
〇
〇
円（
税
込
）

　
　
　
　
　

 

（
本
体
七
、〇
〇
〇
円
）

Ａ
５
判
上
製
カ
バ
ー
装
・
五
三
六
頁

二
〇
二
二
年
二
月
刊
行

ISBN
978-4-585-30004-5 C1000

図
書
館
がつ
な
ぐ
、知
ら
れ
ざ
る
日
米
交
流
史

第
二
次
大
戦
前
、戦
中
・
戦
後
の
時
代
を
通
し
て
活
動
し
た
、日
本
研
究
ラ

イ
ブ
ラ
リ
アン
の
草
分
け
、福
田
な
を
み（
一
九
〇
七
〜
二
〇
〇
七
）。

アメ
リ
カ
と
日
本
の
両
国
の
多
様
な
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
仕
事
を
し
た

と
い
う
希
有
な
経
歴
を
も
つ
彼
女
の
足
跡
は
、自
身
が
記
録
や
資
料
を
手

元
に
残
さ
な
い
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
詳
細
に
知
ら
れ
る
こ

と
が
な
かっ
た
。

日
米
両
国
で
の
福
田
の
仕
事
の
全
貌
を
つ
か
み
、日
米
に
ま
た
がっ
て
所
在

す
る
資
料
を
博
捜
、日
本
の
図
書
館
界
と
アメ
リ
カ
の
学
界
・
図
書
館
界

と
の
接
点
を
つ
と
め
て
い
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
福

田
な
を
み
の
足
跡
と
役
割
を
明
ら
か
に
し
、さ
ら
に
は
、日
米
交
流
史
の
文

脈
か
ら
、ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
い
う
場
を
磁
場
と
し
、異
な
る
文
化
圏
に
関
す

る
知
識
を
追
究
す
る「
外
国
研
究
」が
初
発
期
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
、展
開
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

【
著
者
紹
介
】

小
出
い
ず
み（
こ
い
で
・い
ず
み
）―

一
九
五
〇
年
生
ま
れ
、一
九
七
八
年
同
志
社
大
学
大
学
院
神
学
研
究
科
修
了
、一
九
八
〇
年
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
学
大
学
院
図
書
館
情
報
学
科
修
了
、二
〇
二
〇
年

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士（
文
学
）。専
門
は
図
書
館
学・
文
化
資
源
学
。（
財
）国
際
文
化
会
館
図
書
室
長
、企
画
部
長
を
経
て
、二
〇
〇
三
〜
二
〇
一
五
年（
公
財
）渋
沢
栄
一
記
念

財
団
実
業
史
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
長
を
歴
任
。主
な
論
文
に「
福
田
直
美
と
ア
メ
リ
カ
図
書
館
研
究
調
査
団
」（
今
ま
ど
子・
髙
山
正
也
編『
現
代
日
本
の
図
書
館
構
想：
戦
後
改
革
と
そ
の
展
開
』勉

誠
出
版
、二
〇
一
三
年
）、「『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』を
紙
か
ら
解
き
放
つ
」（
平
井
雄
一
郎・
高
田
知
和
編『
記
憶
と
記
録
の
中
の
渋
沢
栄
一
』法
政
大
学
出
版
局
、二
〇
一
四
年
）な
ど
が
あ
る
。

【
目
次
】図

表
一
覧
／
略
号
リ
ス
ト

序
　
章
　
国
際
交
流
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

第
一
節　

外
国
に
関
す
る
知
識
／
第
二
節　

福
田
な
を
み
の
活
動
／
第
三
節　

図
書
館
情
報

学
用
語
と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
用
語
の
整
理
／
第
四
節　

本
書
の
構
成
と
概
要

第
一
章
　
日
本
の
中
の
ア
メ
リ
カ
、
ア
メ
リ
カ
の
中
の
日
本

第
一
節　

生
い
立
ち
と
環
境
／
第
二
節　

高
等
教
育
と
留
学
／
ま
と
め

第
二
章
　
日
米
親
善
か
ら
敵
国
情
報
へ

第
一
節　

日
本
で
の
仕
事 

／
第
二
節　

ア
メ
リ
カ
研
究
と
ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
情
報
資
源
／

第
三
節　

戦
時
中
の
福
田―

外
務
省
調
査
局
で
の
勤
務
／
ま
と
め

第
三
章
　
軍
政
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

は
じ
め
に
／
第
一
節　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
で
の
仕
事
／
第
二
節　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
／
第
三
節

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
図
書
館
政
策
と
福
田
の
関
わ
り
／
第
四
節　

ミ
シ
ガ
ン
大
学
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー

／
ま
と
め

第
四
章
　
国
際
交
流
か
ら
日
本
研
究
へ

は
じ
め
に
／
第
一
節　

初
期
の
国
際
文
化
会
館
図
書
室
／
第
二
節　

ア
メ
リ
カ
図
書
館
研
究

調
査
団
／
第
三
節　

日
本
研
究
へ
の
収
斂
／
ま
と
め

第
五
章
　
ア
メ
リ
カ
の
日
本
研
究
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

は
じ
め
に
／
第
一
節　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
研
究
環
境
の
変
化
／
第
二
節　

メ
リ
ー
ラ

ン
ド
大
学
東
ア
ジ
ア
図
書
館
／
第
三
節　

ミ
シ
ガ
ン
大
学
ア
ジ
ア
図
書
館
／
ま
と
め

終
　
章
　
外
国
研
究
と
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン

第
一
節　

福
田
な
を
み
と
「
外
国
研
究
」
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
／
第
二
節　

研
究
と
情
報
資
源

あ
と
が
き

福
田
な
を
み
編
著
作
物
リ
ス
ト
／
福
田
な
を
み
略
年
譜
／
参
考
資
料
・
文
献
／
人
物
註
／
註

／
索
引

日
米
交
流
史
の
中
の

福
田
な
を
み

「
外
国
研
究
」と

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田三崎町2-18-4　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

日米交流史の中の福田なをみ
「外国研究」とライブラリアン 小出いずみ【著】

定価7,700円（税込）・本体7,000円
A5判・上製カバー装・536頁

2022年1月刊行
ISBN978-4-585-30004-5  C1000







古典籍に
用いられた紙の
拡大画像

定
価
一
、九
八
〇
円（
税
込
）

定
価
一、八
〇
〇
円（+

税
）

Ｂ
５
判
並
製
・
一
二
八
頁（
フ
ル
カ
ラ
ー
）

二
〇
二
二
年
二
月
刊
行

ISBN
978-4-585-30719-8 C1000

19

◉
特
集―

紙
のレンズか
ら
見
た
古
典
籍

古
典
籍
や
古
文
書
に
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
は
、

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
製
法
に
よ
り
作
ら
れ
た
も
の
な
の
か
。

先
人
た
ち
は
紙
に
ど
の
よ
う
な
加
工
や
工
夫
を
凝
ら
し
て
き
た
の
か―

。

旧
来
の
書
誌
学
・
書
物
学
的
検
討
に
加
え
、

高
精
細
デ
ジ
タル
マ
イ
ク
ロス
コ
ー
プ
や
機
械
学
習
な
ど
、

最
先
端
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、

古
典
籍
の
世
界
を「
紙
」と
い
う
レ
ン
ズ
か
ら
探
る
！

◎
穀
物
澱
粉
添
加
に
よ
る
紙
の
改
質…

江
南
和
幸

◎
和
紙
の
モ
ル
フ
ォ
ロ
ジ
ー
解
析…

澤
山
茂

◎
家
の
学
問
と
写
本
に
み
る
打
紙
加
工…

赤
尾
栄
慶

◎
源
氏
物
語
写
本
の
打
紙
は
何
を
語
る
か…

横
井
孝

◎
明
融
本
源
氏
物
語
と
打
紙…

上
野
英
子

◎『
偐
紫
田
舎
源
氏
』の
絶
板
と
用
紙…

佐
藤
悟

◎『
大
清
聖
祖
仁
皇
帝
實
録
』の
紙
質…

徐
小
潔

◎
打
紙
再
現
試
料
か
ら
繊
維
の
形
状
と
表
面
の
粗
さ
を
見
る…

大
和
あ
す
か
・
鈴
木
七
実

◎
紙
質
観
察
画
像
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
と
自
動
分
類
に
関
す
る
試
み…

中
村
覚

◎
デ
ー
タ
駆
動
型
研
究
と
マ
テ
リ
ア
ル
分
析…

山
本
和
明

特
集
も
く
じ

連
載

〈
新
連
載
〉松
朋
堂
新
収
古
書
解
題…

佐
藤
道
生

書
物
の
声
を
聞
く―

書
誌
学
入
門…

佐
々
木
孝
浩

書
籍
は
ど
う
動
い
た
の
か―
近
代
書
籍
流
通
史
料
の
世
界…

磯
部
敦

西
洋
古
書
の
遠
近
法…

雪
嶋
宏
一

特
別
寄
稿

御
膳
本
草
の
周
辺―

そ
れ
ぞ
れ
の
写
本…

横
山
學

熱
帯
季
題
と
風
土―

台
湾
の
俳
句
と
郷
土
の
創
成…

井
田
太
郎

西
洋
古
典
建
築
書
に
み
ら
れ
る
東
向
き
図
書
館…

吉
川
也
志
保

◉
新
連
載

松
朋
堂

新
収
古
書
解
題

二
〇
二
〇
年
、
あ
ら
た
に
開
業
し
た
古
書

店
「
松
朋
堂
」。
店
主
が
出
会
い
、
惚
れ
込

ん
だ
様
々
な
古
典
籍
の
書
誌
・
来
歴
を
紹

介
す
る
瞠
目
の
新
連
載
！

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部
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文化史・食文化・社会

定
価
三
、〇
八
〇
円（
税
込
）

　
　
　
　
　 

（
本
体
二
、八
〇
〇
円
）

四
六
判
・
並
製
カ
バ
ー
装

カ
ラ
ー
口
絵
四
頁
＋
本
文
三
九
二
頁

二
〇
二
二
年
一
月
刊
行

ISBN
978-4-585-33001-1 C0039

【
編
者
紹
介
】

佐
藤
洋
一
郎（
さ
と
う
・
よ
う
い
ち
ろ
う
）

京
都
府
立
大
学
教
授
、総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
名
誉
教
授
。専
門
は
植
物
遺
伝
学
。

主
な
著
書
に
、『
森
と
田
ん
ぼ
の
危
機
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
九
年
）、『
食
の
人
類
史
』

（
中
央
公
論
新
社
、二
〇
一
六
年
）、共
編
著
に『
海
の
食
料
資
源
の
科
学―

持
続
可

能
な
発
展
に
む
け
て
』『
縮
小
す
る
日
本
社
会―

危
機
後
の
新
し
い
豊
か
さ
を
求
め

て
』（
生
命
科
学
と
現
代
社
会
シ
リ
ー
ズ
、勉
誠
出
版
、二
〇
一
九
年
）な
ど
が
あ
る
。

【
目
次
】

佐
藤
洋
一
郎
〈
編
〉

「
和
食
文
化
」を
学
ぶ
羅
針
盤

日
本
人
と
外
国
人
に
と
っ
て
の
和
食
は
ど
う
違
う
の
か
？

江
戸
時
代
の
人
々
は
ど
の
よ
う
な
料
理
を
食
べ
て
い
た
の
か
？

鯨
食
は
日
本
の
伝
統
文
化
な
の
か
？

そ
も
そ
も
和
食
っ
て
何
？

一
口
に
和
食
と
いって
も
、

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
地
域
や
国
に
よ
って
様
々
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
伝
統
的
な
日
本
の
食
文
化
を
「
和
食
文
化
」
と
定
義
し
、

様
々
な
謎
や
疑
問
に
つ
い
て
、
歴
史
や
材
料
な
ど
多
角
的
に
探
り
、

文
化
を
守
る
取
り
組
み
も
紹
介
す
る
。

カ
ラ
ー
口
絵

は
じ
め
に
◉
佐
藤
洋
一
郎

和
食
の
空
間
・
和
食
の
い
ろ
い
ろ

❶
外
か
ら
見
た
和
食
◉
アイ
ス
ン・ウ
ヤ
ル
槙
林

❷
東
の
和
食
、西
の
和
食
◉
佐
藤
洋
一
郎

﹇
対
談
﹈「
コ
ナ
モ
ン
は
和
食
で
あ
る
」◉
佐
藤
洋
一
郎×

熊
谷
真
菜

﹇
コ
ラ
ム
﹈外
国
人
の
見
た
和
食
◉
朝
倉
敏
夫

﹇
コ
ラ
ム
﹈関
西
の
パ
ン
事
情
◉
柿
木
央
久

和
食
の
歴
史
・
和
食
の
変
遷

❸
江
戸
時
代
か
ら
学
ぶ「
未
来
の
食
」◉
鎌
谷
か
お
る・野
中
朋
美

❹
戦
後
家
庭
料
理
の
変
遷―

「
社
会
が
変
わ
る・台
所
が
変
わ
る
」◉
奥
村
彪
生

❺
鯨
食
の
地
域
性
と
保
守
性

　
　―

コ
ー
ル
ド
チェ
ー
ン
が
変
え
た
鯨
食
文
化
◉
赤
嶺
　
淳

和
食
の
材
料

❻
和
食
と
魚
◉
石
川
智
士

❼
和
食
は
、ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
る
の
か
？
◉
佐
藤
洋
一
郎・石
川
智
士

❽
和
食
科
学
分
野
の
研
究
テ
ーマ
の
見
つ
け
方
と
進
め
方
◉
中
村
考
志

﹇
コ
ラ
ム
﹈「
は
り
は
り
鍋
」は
和
食
文
化
に
お
け
る
健
康
増
進
の
知
恵
？
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◉
中
村
考
志

和
食
の
思
想
・
宗
教
・
教
育

❾
和
食
と
宗
教
◉
末
原
達
郎

10
和
食
と
サ
ー
ビ
ス
◉
平
本
　
毅

11
茄
子
の
花
と
食
育
◉
櫻
井
　
要

12
和
食
と
教
養
◉
濱
崎
加
奈
子

13
和
食
の
総
合
政
策
◉
新
川
達
郎

お
わ
り
に
◉
平
本
毅・アイ
ス
ン 

ウ
ヤ
ル
槙
林・鎌
谷
か
お
る

知
っ
ておき
た
い

和
食
の

文
化

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田三崎町2-18-4　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

知っておきたい和食の文化
佐藤洋一郎【編】

定価3,080円（税込）・本体2,800円
四六判・並製カバー装

カラー口絵４頁＋本文392頁
2022年1月刊行

ISBN978-4-585-33001-1  C0039



宗
教
芸
能
と
し
ての

能
楽    

日本文学（中世）・能楽・宗教

ア
ジ
ア
遊
学
265

高
橋
悠
介﹇
編
﹈

定
価
三
、三
〇
〇
円（
税
込
）・
本
体
三
、〇
〇
〇
円

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
二
八
〇
頁

二
〇
二
二
年
一
月
刊
行

ISBN
978-4-585-32511-6  C1314

【
目
次
】

序
言
◉
高
橋
悠
介

１
　
能
を
め
ぐ
る
宗
教
的
環
境
／
能
に
描
か
れ
る
宗
教
空
間

除
魔
・
結
界
の
呪
法
と
芸
能―

「
翁
」の
成
立
環
境
と
、そ
の
近
隣
◉
大
東
敬
明

春
日
若
宮
と
能
楽

　

―

若
宮
臨
時
祭
、法
楽
能
、祈
雨
立
願
能
を
め
ぐ
っ
て
◉
天
野
文
雄

謡
曲《
絵
馬
》管
見―

長
禄
三
年
伊
勢
斎
宮
の
旅
◉
芳
澤
元

能《
巻
絹
》に
描
か
れ
た
熊
野
の
神
仏
◉
高
橋
悠
介

２
　
能
作
品
と
仏
教
説
話
／
唱
導
／
要
句

韋
駄
天
説
話
の
源
流
と
変
容

　

―

唐
宋
代
の
諸
伝
承
と
律
学
受
講
の
場
を
視
点
に
◉
西
谷
功

能《
安
字
》の
説
話
的
考
察―

文
字
を
買
う
話
と
男
装
の
論
理
◉
岩
崎
雅
彦

能《
海
士
》の
構
想
◉
中
野
顕
正

能《
重
衡
》の
表
現
と
思
想

　

―

「
寒
林
に
骨
を
打
つ
霊
鬼
は
」の
句
を
め
ぐ
っ
て
◉
猪
瀬
千
尋

能
に
お
け
る
宗
教
関
係
語
句
一
斑

　
―

《
放
下
僧
・
春
日
龍
神
・
楊
貴
妃
・
草
子
洗
・
三
輪
》に
つ
い
て 

◉
落
合
博
志

【
コ
ラ
ム
】「
狂
人
走
れ
ば
不
狂
人
も
走
る
」攷―

《
関
寺
小
町
》試
注
◉
佐
藤
嘉
惟

３
　
能
楽
論
・
能
作
品
と
教
説
の
間

世
阿
弥
と
如
来
蔵―

「
離
見
の
見
」の
内
包
す
る
も
の
◉
小
川
豊
生

能《
芭
蕉
》の
構
想
と
草
木
成
仏
説
◉
髙
尾
祐
太

《
求
塚
》の
堕
地
獄
と
論
理
◉
中
嶋
謙
昌

【
コ
ラ
ム
】術
婆
伽
説
話
の
生
成
と
展
開

　

―

恋
は
病
か
、破
戒
か
、神
を
招
く
か
◉
平
間
尚
子

４
　
謡
曲
注
釈
学
の
黎
明
期

【
コ
ラ
ム
】『
江
口
本
聞
書
』―

初
期
の
謡
曲
注
釈
書
と
そ
の
伝
来
◉
高
橋
悠
介

吉
田
兼
右
・
兼
見
の
謡
曲
註
釈
と『
謡
抄
』

　

―

『
謡
抄
』前
史
の
謡
曲
註
釈
と
吉
田
神
道
◉
野
上
潤
一 

寺
社
文
化
圏
や
唱
導
と
の
関
わ
り
の
中
か
ら
、

多
く
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
能
楽
。

能
作
品
に
は
、中
世
の
寺
社
の
あ
り
よ
う
や
信
仰
、学
問
、

宗
教
文
化
が
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
宗
教
的
な
背
景
は
、

未
だ
充
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
。

中
世
日
本
の
宗
教
的
な
知
は
、ど
の
よ
う
に
能
楽
に
流
れ
込
み
、

作
品
世
界
を
形
成
し
て
いっ
た
の
か
。

能
作
品
や
能
楽
論
の
中
の

仏
教
や
神
祇
に
関
わ
る
面
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
、

宗
教
芸
能
と
し
て
の
能
楽
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、

能
を
通
し
て
、室
町
の
宗
教
文
化
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

【
編
者
紹
介
】

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
准
教
授
。専
門
は
日
本
中
世
文
学
・
寺
院
資

料
研
究
。主
な
著
書
・
論
文
に『
禅
竹
能
楽
論
の
世
界
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、二

〇
一
四
年
）、「『
諸
社
口
決
』と
密
教
的
社
参
作
法
の
展
開
」（『
中
世
に
架
け
る
橋
』森

話
社
、二
〇
二
〇
年
）、「
身
体
生
成
を
め
ぐ
る
思
想
と
中
世
仏
教―

五
蔵
観
・
魂

魄
・
胎
内
説
」（『
日
本
宗
教
史
３ 

宗
教
の
融
合
と
分
離
・
衝
突
』吉
川
弘
文
館
、二
〇
二

〇
年
）な
ど
が
あ
る
。

高
橋
悠
介（
た
か
は
し・ゆ
う
す
け
）

ご送付先ご住所（通信欄）
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コレクション
と

東
ア
ジ
ア

美
術
研
究
の

可
能
性
アー
カイ
ヴ

板
倉
聖
哲・塚
本
麿
充〈
編
〉

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授

◉
は
じ
め
に﹇
板
倉
聖
哲
﹈

Ⅰ…
…
…

東
ア
ジ
ア
美
術
研
究
・過
去
か
ら
未
来
へ―

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
ア
ー
カ
イ
ヴ

◉
東
洋
文
化
研
究
所
東
ア
ジ
ア
美
術
研
究
室 

半
世
紀
の
歩
み―

『
中
国
絵
画
総
合
図
録
』三
編
完
結
ま
で﹇
板
倉
聖
哲
﹈（
附
・
参
考
資
料
／
歴
代
教
授
履
歴
業
績
）

◉
正
倉
院
宝
物
と
中
国
の
死
後
世
界﹇
ユ
キ
オ
・
リ
ピ
ッ
ト
／
呂 

晨
晨
﹈◉
唐
絵
研
究
の
可
能
性―

半
島
由
来
絵
画
を
中
心
に﹇
井
手
誠
之
輔
﹈

◉
二
十
世
紀
前
期
の
文
物
調
査
と
中
国
美
術
史
の
発
展﹇
石 

守
謙
﹈

Ⅱ…
…
…

東
ア
ジ
ア
美
術
研
究
の
現
在

◉
受
戒
と
仏
像﹇
長
岡
龍
作
﹈◉
唐
宋
画
牛
考﹇
竹
浪
　
遠
﹈◉
宋
帝
后
画
像
に
つ
い
て―

東
ア
ジ
ア
中
世
の
帝
王
画
像
に
お
け
る
宗
教
性
と
世
俗
性﹇
陳 

韻
如
﹈

◉
後
堀
河
院
の
絵
巻
制
作
と
蓮
華
王
院
宝
蔵﹇
増
記
隆
介
﹈◉
浄
土
五
祖
像
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て﹇
朝
賀 

浩
﹈◉
惟
肖
得
巌
賛
李
白
観
瀑
図
試
論―

馬
遠
派
観
瀑
図
の
受
容﹇
救
仁
郷
秀
明
﹈

◉
洞
天
福
地
へ
の
旅―

明
代
蘇
州
に
お
け
る
旅
行
絵
画
の
一
側
面﹇
植
松
瑞
希
﹈◉
東
ア
ジ
ア
絵
画
史
の
視
点
か
ら
考
え
る
花
鳥
画
研
究―

呂
紀
と
沈
銓
・
南
蘋
派
を
例
に﹇
黄 

立
芸
﹈

◉
ア
ー
カ
イ
ヴ
と
し
て
の
狩
野
派
模
本﹇
田
沢
裕
賀
﹈◉
中
国
近
代
と
仏
教
絵
画―

金
石
か
ら
人
物
表
現
、ア
ジ
ア
認
識
へ﹇
塚
本
麿
充
﹈

◉「
旧
王
孫
」が
紡
い
だ
詩
画
の
縁―

溥
儒
と
須
磨
弥
吉
郎
、そ
し
て
伊
藤
紫
虹
の「
合
作
」に
つ
い
て﹇
呉 

孟
晋
﹈

◉
お
わ
り
に﹇
塚
本
麿
充
﹈◉
執
筆
者
一
覧

東
亞
美
術
研
究
的
可
能
性―

收
藏
與
圖
像
檔
案
庫
　
中
文
摘
要

郭
煕「
早
春
図
」

北
宋
、煕
寧
五
年（
一
〇
七
二
）

台
北
・
國
立
故
宮
博
物
院
蔵

も
く
じ

東
ア
ジ
ア
美
術
作
品
を
体
系
的
に
捉
え
る

た
め
に
は
、画
像
と
、所
在
情
報
・コ
レ
ク

シ
ョン
の
来
歴
な
ど
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
整
備
に

よ
る
、研
究
の
プ
ラッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
が

不
可
欠
で
あ
る
。そ
の
先
駆
的
な
営
為
で

あ
る『
中
国
絵
画
総
合
図
録
』が
半
世
紀

を
経
て
三
編
の
完
結
を
見
た
。ア
ー
カ
イ
ヴ

構
築
の
た
め
に
先
人
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、

行
動
し
て
き
た
の
か
。こ
れ
か
ら
の
デ
ジ
タ

ル・
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
時
代
に
ど
の
よ
う
に
対

応
し
、展
開
し
て
い
く
の
か
。東
ア
ジ
ア
美

術
研
究
を
領
導
す
る
豪
華
執
筆
陣
に
よ
る

論
考
を
収
載
、

コ
レ
ク
シ
ョン
と
ア
ー
カ
イ
ヴ
の

連
環
が
も
た
ら
す

最
先
端
の
研
究
視
角
を

鮮
や
か
に
提
示
す
る
。
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A
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判
上
製
カ
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ISBN
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日本中世文学・和歌

日
高
愛
子
【
著
】

定
価
一
二
、一
〇
〇
円（
税
込
）

　
　
　
　
　

 

（
本
体
一
一
、〇
〇
〇
円
）

Ａ
５
判
上
製
カ
バ
ー
装
・
五
二
八
頁

二
〇
二
二
年
一
月
刊
行

ISBN
978-4-585-39006-0 C3095

歌
と
蹴
鞠
、そ
の
両
道
を
家
業
と
し
、

公
武
、さ
ら
に
は
中
央
と
地
方
を
結
ぶ
ネット
ワ
ー
ク
を
構
築
、

歌
壇
の
中
心
で
歌
学
を
継
承
し
、近
代
ま
で

そ
の
伝
統
を
繫
ぎ
と
め
よ
う
と
し
た
歌
道
家
、飛
鳥
井
家
。

彼
ら
が
歌
道
家
と
し
て
生
き
た

室
町
期
か
ら
明
治
維
新
期
に
お
い
て
、

歌
学
は
い
か
な
る
意
味
を
有
し
て
い
た
の
か
。 

ま
た
、歌
道
家
は
い
か
に
し
て
時
代
や
社
会
を
生
き
ぬ
い
て
いっ
た
の
か
。

飛
鳥
井
家
の
系
譜
を
紐
解
く
こ
と
で
、

歌
を
守
り
、伝
え
て
い
く
思
想
と

精
神
の
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
画
期
的
著
作
。

【
著
者
紹
介
】

日
高
愛
子（
ひ
だ
か
・
あ
い
こ
）

一
九
八
〇
年
生
ま
れ
。熊
本
大
学
文
学
部
文
学
科
卒
業
、九
州
大
学
大
学
院
人

文
科
学
府
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。博
士（
文
学
）。現
在
、熊
本

大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
部
准
教
授
。専
門
は
和
歌
文
学
。論
文
に
、

「
実
隆
五
十
首
の
成
立
と
道
堅
」（『
和
歌
文
学
研
究
』一
一
〇
、二
〇
一
五
年
）、

「
飛
鳥
井
雅
康
の
定
数
歌
と
そ
の
晩
年
」（『
西
日
本
国
語
国
文
学
』２
、二
〇
一

五
年
）な
ど
が
あ
る
。

【
目
次
】

論
考
篇

は
じ
め
に

第
一
章
　
飛
鳥
井
流
秘
伝
の
形
成

　
第
一
節
　
雅
俊
の
歌
道
伝
授
と
秘
伝
／
第
二
節
　
雅
康
の「
飛
鳥
井
流
切
紙
口
伝
」

第
二
章
　『
古
今
栄
雅
抄
』再
編
を
め
ぐ
る
問
題

　
第
一
節
　
一
条
兼
良
の
言
説
と
良
鎮

　
第
二
節
　『
歌
林
良
材
集
』『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』の
引
用

第
三
章
　『
蓮
心
院
殿
説
古
今
集
注
』諸
本
の
性
格

　
第
一
節
　『
僻
案
抄
』と
兼
良
説
の
追
補
／
第
二
節
　
為
和
本
の
改
変

第
四
章
　
雅
康
の
定
数
歌
に
み
る
嫡
庶
の
問
題

　
第
一
節
　
晩
年
の
定
数
歌
／
第
二
節
　
歌
・
蹴
鞠
道
を
詠
む

第
五
章
　
近
世
前
期
に
お
け
る
歌
学
の
継
承
と
相
伝

　
第
一
節
　
雅
章
と
後
水
尾
院
周
辺
／
第
二
節
　
雅
豊
の
作
法
書
に
み
る
歌
学
継
承

第
六
章
　
近
世
前
期
に
お
け
る
地
方
歌
壇
と
の
関
わ
り

　
第
一
節
　
雅
章
と
鍋
島
直
能
／
第
二
節
　「
飛
鳥
井
雅
俊
卿
五
十
首
」の
伝
来

第
七
章
　
近
世
後
期
の
堂
上
派
地
方
歌
壇
の
展
開

　
第
一
節
　
垂
水
島
津
家
の
歌
壇
活
動
／
第
二
節
　
雅
光
と
伊
集
院
兼
愷

第
八
章
　
幕
末
期
の
古
今
伝
受

　
第
一
節
　
雅
典
の
伝
受
記
録
に
み
る
切
紙
四
通
／
第
二
節
　
御
所
伝
受
の
終
焉

お
わ
り
に

資
料
篇

凡
　
例

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵『
古
今
集
注
』（
貴―

四
五
三
）

徳
島
県
立
図
書
館
山
口
文
庫
蔵『
古
今
和
歌
集
伝
授
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
九
一
一
・
一
三―

ア
ス―

山
口
文
庫
）

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵『
飛
鳥
井
雅
親
卿
口
伝
』（
四
五
一―

一『
片
玉
集
』所
収
）

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵『
飛
鳥
井
家
懐
紙
之
法
』（
一
九
八―

二
〇
三
）

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
蔵『
和
歌
樵
談
』（
鷹―

二
四
一
）

初
出
一
覧

索
引 

飛
鳥
井
家
歌
学
の

形
成
と

展
開

ご送付先ご住所（通信欄）
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日本史（古代）・仏教

榊
原
史
子
【
著
】

【
著
者
紹
介
】

榊
原
史
子（
さ
か
き
ば
ら
・
ふ
み
こ
）

一
九
七
一
年
生
ま
れ
。成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
研
究
員
。専
門
は
日
本
古
代
史
。著
書
に『『
四
天

王
寺
縁
起
』の
研
究―

聖
徳
太
子
の
縁
起
と
そ
の
周
辺
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
三
年
）な
ど
が
あ
る
。

日
本
文
化
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た

　
信
仰
の
全
貌
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
！

聖
徳
太
子
に
帰
依
し
、礼
拝
し
、供
養
す
る
信
仰

―
―

聖
徳
太
子
信
仰
。

太
子
へ
の
思
い
は
絵
画
や
彫
像
に
表
現
さ
れ
、

太
子
の
威
徳
が
記
さ
れ
た
伝
記
も
数
多
く
書
か
れ
て
き
た
。

ま
た
、そ
の
信
仰
は
今
に
受
け
継
が
れ
、法
隆
寺
や
四
天
王
寺
な
ど

太
子
が
建
立
し
た
と
さ
れ
る
寺
院
が
各
地
に
存
在
し
、

大
工
・
左
官
・
鍛
冶
な
ど
の
職
人
た
ち
に
よ
る

聖
徳
太
子
像
参
拝（
太
子
講
）が
行
わ
れ
て
い
る
。

史
資
料
を
ひ
も
と
き
、信
仰
の
発
生
と
発
展
、伝
説
・
伝
承
、

関
連
人
物
、文
学
・
美
術
作
品
な
ど
を
解
説
。

あ
わ
せ
て
ゆ
か
り
の
寺
院
・
神
社
、史
跡
を
紹
介
す
る
。

聖
徳
太
子
没
後一四
〇
〇
年
御
遠
忌
記
念
出
版
。

【
目
次
】

聖
徳
太
子
信
仰
と
は
何
か

は
じ
め
に

第
一
章
　
聖
徳
太
子
信
仰
の
成
立

一 

聖
徳
太
子
の
事
績
◎
二 

聖
徳
太
子
の
伝
説

三 

聖
徳
太
子
に
つ
い
て
の
研
究
◎
四 「
聖
徳
太
子
」の
誕
生

五 

聖
徳
太
子
伝
と
信
仰
の
発
生
◎
六 

聖
か
ら
救
世
観
音
菩
薩
へ

第
二
章
　
聖
徳
太
子
信
仰
の
霊
場

一 

法
隆
寺
◎
二 

四
天
王
寺

第
三
章
　
法
隆
寺
と
四
天
王
寺
の
対
抗
意
識

　―

聖
徳
太
子
信
仰
の
中
心
地
を
め
ぐ
っ
て

一 「
四
節
文
」と『
四
天
王
寺
縁
起
』

二 

原
行
本『
聖
徳
太
子
伝
暦
』と「
四
節
文
」

三 

法
隆
寺
の
整
備
事
業
と「
聖
徳
太
子
未
来
記
」の
出
現
、

　
　
　
そ
し
て『
天
王
寺
秘
決
』と『
太
子
伝
古
今
目
録
抄
』

第
四
章
　
霊
場
の
増
加

一 

聖
徳
太
子
が
創
建
し
た
と
さ
れ
る
寺
院

二 

聖
徳
太
子
に
関
係
す
る
神
社
、仏
堂

第
五
章
　
太
子
へ
の
思
い

一 

初
期
の
信
仰
◎
二 

平
安
時
代
の
学
者
と
貴
族
◎
三 

秦
氏
、惟
宗
氏

四 

四
天
王
寺
の
参
拝
者
た
ち
◎
五 

鎌
倉
時
代
の
武
家

六 

僧
侶
た
ち
の
聖
徳
太
子
信
仰

第
六
章
　
平
安
時
代
の
文
学
作
品
に
お
け
る
聖
徳
太
子

　―
女
性
と
聖
徳
太
子
信
仰

一 『
三
宝
絵
』◎
二 『
源
氏
物
語
』

第
七
章
　
聖
徳
太
子
信
仰
の
美
術

一 

聖
徳
太
子
絵
伝
◎
二 

聖
徳
太
子
像

第
八
章
　
太
子
講

一 

太
子
講
と
は
◎
二 
太
子
講
の
事
例

三 

大
工
さ
ん
の
日

第
九
章
　
文
化
の
創
始
者
聖
徳
太
子

一 

建
築
技
術
◎
二 

華
道
◎
三 
製
紙
技
術

四 

香
◎
五 

伎
楽

お
わ
り
に
／
参
考
文
献
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中国古典・中国史

現
代
語
訳
北
斉
書

中
国
史
書
入
門

二
十
四
史
と
呼
ば
れ
る
中
国
歴
代
王
朝
史
（
正
史
）
を
、

現
代
語
訳
で
読
む
「
中
国
史
書
入
門
」
シ
リ
ー
ズ
。

異
民
族
が
中
原
に
進
出
し
、

群
雄
割
拠
し
た
魏
晋
南
北
朝
時
代
。

有
名
な
蘭
陵
王
・
高
長
恭
が
活
躍
し
た

北
斉
の
正
史
『
北
斉
書
』
を
現
代
語
で
読
む
。

本
体
六
、〇
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
約
六
五
〇
頁

二
〇
二
一
年
夏
刊
行

ISBN
978-4-585-29612-6 C0398

氣
賀
澤
保
規…

明
治
大
学
東
ア
ジ
ア
石
刻
文
物
研
究
所
所
長

﹇
監
修
﹈

池
田
恭
哉…
京
都
大
学
文
学
研
究
科
准
教
授

岡
部
毅
史…

大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
課
職
員

梶
山
智
史…

明
治
大
学
・
専
修
大
学
兼
任
講
師

倉
本
尚
徳…

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
准
教
授

田
熊
敬
之…

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
課
程

﹇
訳
者
﹈

は
じ
め
に

第
一
部

帝
室
の
軌
跡

　

第
一
章　

帝
紀

　
　

神
武
帝（
上
・
下
）、文
襄
帝
、文
宣
帝
、廃
帝
、孝
昭
帝
、武
成
帝
、後
主
、幼
主

　

第
二
章　

後
宮
伝

　
　

神
武
婁
后
、文
襄
元
后
、文
宣
李
后
、孝
昭
元
后
、武
成
胡
后
、後
主
斛
律
后
・
胡
后
・
穆
后

　

第
三
章　

諸
王
侯
伝

　
　

高
祖
十
一
王
、文
襄
六
王

第
二
部

人
臣
の
列
伝

　

第
四
章　

群
臣
伝―

東
魏
・
北
斉
の
勲
貴
た
ち

　
　

竇
泰
、尉
景
、婁
昭（
兄
子
・
婁
叡
）、厙
狄
干（
子
・厙
狄
士
文
）、韓
軌
、潘
樂
、段
榮（
子
・
段
韶
、段
孝
言
）、

　
　

斛
律
金（
子
・
斛
律
光
、斛
律
羨
）、孫
騰
、高
隆
之
、司
馬
子
如
、賀
拔
允
、蔡
儁
、韓
賢
、尉
長
命
、王
懷
、劉
貴
、

　
　

任
延
敬
、莫
多
婁
貸
文
、高
市
貴
、薛
孤
延
、張
瓊（
子
・
張
忻
、張
遵
業
）、斛
律
羌
舉（
子
・
斛
律
孝
卿
、代
人
・
劉
世
清
）、

　
　

堯
雄（
弟
・
堯
奮
、従
父
兄
・
堯
傑
）、慕
容
紹
宗
、慕
容
儼

　

第
五
章　

群
臣
伝―

神
武
帝
・
文
襄
帝
・
文
宣
帝
の
謀
臣
・
武
将
た
ち

　
　

高
乾（
弟
・
高
慎
、高
昂
、高
季
式
）、封
隆
之（
子
・
封
子
繪
、從
子
・
封
孝
琬
、封
孝
琰
）、

　
　

李
元
忠（
子
・
李
搔
、族
弟
・
李
密
、宗
人
・
李
愍
、族
叔
・
李
景
遺
）、盧
文
偉（
子
・
盧
恭
道
、孫
・
盧
詢
祖
、族
人
・
盧
勇
）、

　
　

李
義
深（
子
・
李
騊
駼
、孫
・
李
正
藻
）、魏
蘭
根
、崔
悛（
子
・
崔
瞻
、族
叔
・
崔
景
鳳
、族
子
・
崔
肇
師
）、孫
搴
、

　
　

陳
元
康（
子
・
陳
善
藏
、弟
・
陳
諶
）、杜
弼

　

第
六
章　

群
臣
伝―

東
魏
・
北
斉
の
文
武
百
官
た
ち

　
　

敬
顯
儁
、破
六
韓
常
、元
孝
友
、李
渾（
子
・
李
湛
、弟
・
李
繪
、族
子
・
李
公
緒
）、崔
暹
、高
德
政
、崔
昂
、王
昕（
弟
・
王
晞
）、

　
　

陸
法
和
、王
琳
、徐
之
才（
子
・
徐
林
、徐
同
卿
、徐
之
範
）、楊
愔（
燕
子
獻
、宋
欽
道
、鄭
頤
）、裴
讓
之（
弟
・
裴
諏
之
、裴
讞
之
）、

　
　

邢
卲
、魏
收
、辛
術
、元
文
遙
、趙
彥
深
、崔
季
舒
、祖
珽
、尉
瑾
、唐
邕
、白
建
、暴
顯
、皮
景
和
、綦
連
猛
、

　
　

元
景
安
、獨
孤
永
業
、陽
斐
、盧
潜
、崔
劼
、盧
叔
武
、陽
休
之
、袁
聿
修
、李
稚
廉
、封
述
、源
彪

　

第
七
章　

学
術
伝

　
　

儒
林
伝
序
、顔
之
推

　

第
八
章　

外
戚
伝
・
方
伎
伝
・
恩
倖
伝

　
　

外
戚
序
、婁
叡
、胡
長
仁（
従
祖
兄
・
胡
長
粲
）、方
伎
序
、由
吾
道
栄
、信
都
芳
、宋
景
業
、許
遵
、呉
遵
世
、趙
輔
和
、

　
　

皇
甫
玉
、解
法
選
、魏
寧
、綦
毋
懐
文
、張
子
信
、馬
嗣
明
、恩
倖
序
、郭
秀
、和
士
開
、穆
提
婆
、高
阿
那
肱
、

　
　

韓
鳳
、韓
寶
業
・
盧
勒
叉
・
齊
紹

　
コ
ラ
ム

　
　
『
北
斉
書
』編
纂 

◉ 

「
鄴
城
・
晋
陽
」両
都
制 

◉ 

北
斉
蘭
陵
王 

◉ 

文
林
館
・『
修
文
殿
御
覧
』

　
　

侯
景
の
乱 

◉ 

北
斉
仏
教 

◉ 

西
域
胡
人 

◉ 

北
斉
・
北
周
の
関
係

資
料
編（
北
斉
版
図
、事
表
、系
図
ほ
か
）

お
わ
り
に

目
次

せ
い

し
ょ

ほ
く

◆
原
文
と
現
代
語
訳
が
対
照
で
き
る
。

◆
皇
帝
の
本
紀
を
全
篇
訳
出
。
各
列
伝
の
抄
訳
。

◆『
北
斉
書
』や「
東
魏
・
北
斉
」を
理
解
す
る

　

コ
ラ
ム
、
地
図
や
事
表
、
系
図
な
ど
の
資
料

を
収
録
。

本
書
の
特
色

ご送付先ご住所（通信欄）
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世界史

人
の
営
み
が
映
し
出
す
歴
史
像

歴
史・社
会・文
化

ア
ジ
ア
遊
学
264

守
川
知
子﹇
編
﹈

定
価
三
、〇
八
〇
円（
税
込
）・
本
体
二
、八
〇
〇
円

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
本
文
二
七
二
頁

二
〇
二
一
年
十
二
月
刊
行

ISBN
978-4-585-32510-9  C1322

【
編
者
紹
介
】

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
准
教
授
。専
門
は
西
ア
ジ
ア
史
。主
な
著
書
に『
シ
ー
ア
派
聖
地
参
詣
の
研
究
』（
京
都
大
学

学
術
出
版
会
、二
〇
〇
七
年
）、編
著
に『
移
動
と
交
流
の
近
世
ア
ジ
ア
史
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
、二
〇
一
六
年
）な
ど
が
あ
る
。

守
川
知
子
（
も
り
か
わ・と
も
こ
）

【
目
次
】﹇

ま
え
が
き
﹈「
都
市
か
ら
ひ
も
と
く
西
ア
ジ
ア
」に
寄
せ
て
◉
守
川
知
子

Ⅰ
　
都
市
を
つ
く
る―

建
設
・
形
成
と
発
展

ム
ス
リ
ム
が
は
じ
め
て
建
設
し
た
都
市
バ
ス
ラ

　

―

軍
営
都
市
か
ら
経
済
と
学
術
の
都
市
へ
◉
亀
谷
学

「
二
つ
の
春
の
母
」モ
ス
ル
の
一
二
・
一
三
世
紀

　

―

ザ
ン
ギ
ー
朝
下
の
建
設
と
破
壊
◉
柳
谷
あ
ゆ
み

ス
ル
タ
ン
と
シ
ャ
ー
の
新
た
な
ギ
ャ
ン
ジ
ャ
◉
塩
野
崎
信
也

﹇
コ
ラ
ム
：
西
ア
ジ
ア
の
港
市
①
﹈港
市
マ
ス
カ
ト
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

　

―

絵
図
に
見
る
一
六―

一
七
世
紀
の
植
民
都
市
◉
大
矢
純

Ⅱ
　
都
市
に
生
き
る―

人
び
と
と
都
市
社
会

ア
レ
ッ
ポ
が「
シ
ー
ア
派
の
街
」で
あ
っ
た
頃
◉
谷
口
淳
一

テ
ィ
ム
ー
ル
朝
期
の
ヘ
ラ
ー
ト
に
お
け
る
聖
者
た
ち
◉
杉
山
雅
樹

境
界
上
の
都
市
ア
イ
ン
タ
ー
ブ―

「
良
き
泉
」の
町
◉
中
町
信
孝

﹇
コ
ラ
ム
：
西
ア
ジ
ア
の
港
市
②
﹈船
乗
り
た
ち
が
集
う
町
ア
デ
ン
◉
栗
山
保
之

Ⅲ
　
都
市
を
活
か
す―

政
治
的
・
経
済
的
機
能

フ
ラ
ン
ク
人
支
配
下
の
都
市
エ
ル
サ
レ
ム

　

―

観
光
産
業
都
市
へ
の
発
展
◉
櫻
井
康
人

山
城
か
ら
平
城
へ

　

―

近
世
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
に
お
け
る
都
市
機
能
の
変
容
◉
山
口
昭
彦

ス
ン
ナ
派
学
の
牙
城
ブ
ハ
ラ
◉
木
村
　
暁

﹇
コ
ラ
ム
：
西
ア
ジ
ア
の
港
市
③
﹈「
民
族
の
交
差
点
」ハ
イ
フ
ァ

　
―

近
代
東
地
中
海
の
国
際
港
湾
都
市
◉
田
中
雅
人

Ⅳ
　
大
都
市
を
彩
る―

三
都
物
語

イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
は
世
界
の
半
分
？
◉
守
川
知
子

ナ
ポ
レ
オ
ン
地
図
か
ら
読
み
解
く
カ
イ
ロ

　

―

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
注
目
し
て
◉
深
見
奈
緒
子

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
近
代

　

―

一
九
世
紀
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
都
市
空
間
と
都
市
行
政
◉
川
本
智
史

西
ア
ジ
ア
は
古
く
か
ら
都
市
文
明
や
都
市
国
家
の
栄
え
た
地
域
で
あ
る
。

こ
の
地
に
つ
く
ら
れ
た
都
市
は
、市
壁
を
備
え
、

そ
の
内
側
に
モ
ス
ク
や
市
場
、居
住
区
、城
塞
や
宮
殿
を
築
く
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。

各
都
市
は
、周
辺
の
農
村
や
街
道
な
ど
複
数
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
に
位
置
し
、

地
域
社
会
の
か
な
め
と
し
て
機
能
し
た
。

遠
距
離
交
易
の
拠
点
で
も
あ
る
都
市
は
、イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
、キ
リ
ス
ト
教
徒
、

ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ほ
か
、ヨ
ーロッパ
や
イ
ン
ド
や
ア
フ
リ
カ
か
ら
の

旅
人
や
商
人
な
ど
多
様
な
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
。

東
は
ア
フ
ガニス
タ
ン
か
ら
西
は
エ
ジ
プ
ト
ま
で
、

学
術
都
市
、商
業
都
市
、観
光
都
市
、

軍
営
都
市
、要
塞
都
市
、港
湾
都
市
な
ど
、

様
々
な
顔
を
も
つ
７
〜
19
世
紀
の

西
ア
ジ
ア
の
歴
史
都
市
に
焦
点
を
あ
て
る
。

文
献
史
料・絵
図・地
図
の
読
み
解
き
か
ら

都
市
社
会
を
多
角
的
に
検
証
し
、

今
に
受
け
継
が
れ
る
そ
の
歴
史
と
文
化
を
探
る
。

都
市
社
会
の
多
様
性
を
描
き
出
し
、

新
た
な
歴
史
像
を
提
示
す
る
。

都
市
か
ら
ひ
も
と
く

西
ア
ジ
ア    
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編
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編
者
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佐
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間
秀
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さ
く
ま
・
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で
の
り
）

筑
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大
学
名
誉
教
授
。専
門
は
イ
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ド
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識
思
想
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書
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本
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七
世
紀
、遠
く
イン
ドへ
旅
に
赴
き
、多
数
の
仏
典
・
仏
像
を
将
来
、

仏
典
の
漢
訳
に
よ
り
東
アジ
ア
に
お
け
る
仏
教
の
基
盤
を
作
り
上
げ
た
仏
者
、

玄
奘
三
蔵
。

そ
の
求
法
の
道
行
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

そ
し
て
、そ
の
思
想
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、伝
え
ら
れ
て
いっ
た
の
か
。

言
説
・
絵
画
作
品
な
ど
で
玄
奘
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
、描
か
れ
て
い
る
の
か
。

実
像
と
伝
承
上
の
姿
を
対
照
す
る
こ
と
で
浮
か
び
上
が
る
、

新
た
な
玄
奘
像
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

仏
教
学
・
文
学
・
美
術
な
ど
多
角
的
な
視
点
か
ら
玄
奘
の
、

そ
し
て
、玄
奘
に
ま
つ
わ
る
思
想
・
言
説
・
図
像
を
読
み
解
く
画
期
的
論
集
。

【
目
次
】

序
言
◉
佐
久
間
秀
範
・
近
本
謙
介

第
一
部
　
玄
奘
の
足
跡
と
思
想

第
一
章
　『
西
域
記
』『
慈
恩
伝
』読
後
◉
桑
山
正
進

第
二
章　

旅
す
る
玄
奘
の
思
想
的
変
遷
◉
佐
久
間
秀
範

第
三
章　

玄
奘
の
求
法
と
伝
法―

唯
識
思
想
を
中
心
に
◉
吉
村
誠

第
四
章　

玄
奘
系
唯
識
宗
の
異
派―

円
測
思
想
考
◉
橘
川
智
昭

第
五
章　

玄
奘
が
学
ん
だ
仏
教
知
識
論（
因
明
）◉
師
茂
樹

第
六
章　

玄
奘
門
弟
道
昭
和
尚
に
関
す
る

　
　

文
献
上
の
一
考
察
◉
ス
テ
フ
ェ
ン
・
デ
ル

第
七
章　

日
本
に
お
け
る
玄
奘
の
門
下
生
に
見
る
修
行
道

　

―

道
昭
と
行
基
◉
蓑
輪
顕
量

第
二
部
　
玄
奘
を
め
ぐ
る
言
説
・
図
像

第
一
章　

玄
奘
訳『
般
若
心
経
』の
特
徴

　―

中
世
の
神
祇
信
仰
を
糸
口
と
し
て
◉
阿
部
龍
一

第
二
章　

玄
奘
の
仏
像
請
来
の
事
績
二
件
◉
肥
田
路
美

第
三
章　

敦
煌
文
献
か
ら
見
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玄
奘
三
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荒
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史
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教
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献
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み
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深
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神
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◉
李
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敬

第
五
章　

慈
恩
大
師
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を
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ぐ
る
唱
導

　
―

東
大
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図
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蔵『
如
意
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◉
本
井
牧
子
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六
章　
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玄
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三
蔵
絵
』と
中
世
南
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の
仏
教
世
界
観
◉
谷
口
耕
生

第
七
章　
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玄
奘
三
蔵
絵
』の
成
立

　

―
詞
書
筆
者
資
料
を
基
点
と
し
て
◉
落
合
博
志

第
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章　

聖
な
る
絵
巻
を
つ
く
る

　

―

『
玄
奘
三
蔵
絵
』に
お
け
る
絵
と
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◉
レ
イ
チ
ェ
ル
・
サ
ン
ダ
ー
ズ
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一
章　
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玄
奘
三
蔵
絵
』の
構
造
と
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想

   ―

興
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の
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描
か
れ
た〈
武
〉

も
の
の
ふ

勉
誠
出
版

中
根
千
絵・薄
田
大
輔〈
編
〉

合
戦
図

戦
乱
の
世
を
生
き
た
人
々
の
武
威
を
示
し
、
ま
た
戦
い
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
る
合
戦
図
。

国
宝
・
貴
重
書
・
在
外
書
を
含
む
基
礎
資
料
三
十
八
作
品
を
フ
ル
カ
ラ
ー
で
集
成
。

絵
巻
・
扇
面
・
絵
入
り
版
本
・
奈
良
絵
本
・
屏
風
な
ど
様
々
な
形
で
展
開
し
た

こ
れ
ら
の
構
図
や
モ
チ
ー
フ
の
変
遷
を
一
覧
す
る
。

美
術
・
文
学
・
歴
史
な
ど
の
観
点
を
踏
ま
え
た
十
二
本
の
論
考
を
収
載
。

『
合
戦
図
』を
知
る
た
め
の
基
礎
資
料
を

フ
ル
カ
ラ
ー
で
集
成
！

最
先
端
の
研
究
成
果
を
具
備
し
た
図
書
館
必
備
の
決
定
版
！

◆
平
治
物
語
絵
巻
　
三
条
殿
夜
討
巻―

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
◆
国
宝 

平
治
物
語
絵
巻
六
波
羅
行
幸
巻―

東
京
国
立
博
物
館
蔵

◆
重
要
文
化
財 

前
九
年
合
戦
絵
巻―

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
◆
国
宝 
蒙
古
襲
来
絵
巻―

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵

◆
重
要
文
化
財 

後
三
年
合
戦
絵
巻―

東
京
国
立
博
物
館
蔵
◆
重
要
文
化
財 
結
城
合
戦
絵
巻―

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵

◆
平
家
物
語
絵
巻―

林
原
美
術
館
蔵
◆
太
平
記
絵
巻―

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
蔵
◆
奈
良
絵
本
源
平
盛
衰
記―

海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵

◆
平
家
物
語
図
扇
面―

徳
川
美
術
館
蔵
◆
平
家
物
語
・
平
治
物
語
扇
面
画
帖―
立
教
大
学
図
書
館
蔵

◆
保
元
平
治
物
物
語
絵
扇
面―

ア
ー
ティ
ゾ
ン
美
術
館
蔵
◆
堀
川
夜
討
絵
巻―

東
京
国
立
博
物
館
蔵
◆
堀
川
夜
討
絵
巻―

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵

◆
重
要
文
化
財 

東
照
社
縁
起
絵
巻
詞―

日
光
東
照
宮
蔵
◆
関
ケ
原
合
戦
図
絵
巻―
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
◆
関
ケ
原
合
戦
図
絵
巻―

奈
良
県
立
美
術
館
蔵

◆
安
徳
天
皇
縁
起
絵
図―

赤
間
神
宮
蔵
◆一
の
谷
合
戦
図
屏
風―

智
積
院
蔵
◆
保
元
平
治
合
戦
図
屏
風―

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵

◆
高
館
物
語
図
屛
風―

大
英
博
物
館
蔵
◆
保
元
合
戦
図
屏
風―

岡
山
県
立
美
術
館
蔵
◆一
の
谷
・
屋
島
合
戦
図
屏
風―

今
治
市
河
野
美
術
館
蔵

◆一
の
谷
合
戦
図
屏
風―

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
蔵
◆一
の
谷
合
戦
・
二
度
之
懸
図
屏
風―
静
岡
県
立
美
術
館
蔵

◆
太
平
記
図
屏
風―

ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵
◆
重
要
文
化
財
関
ケ
原
合
戦
図
屏
風―

大
阪
歴
史
博
物
館
蔵

◆
重
要
文
化
財
大
坂
夏
の
陣
図
屏
風―

大
阪
城
天
守
閣
蔵
◆
長
篠
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